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Grundriss der Kristallchemie. Von Johannes E. Hiller. 
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Her SHOT 本 誌 第 37 BE 1 号 に 予告 いた し まし た 通り .RS 108 3. 
昌 か ら 鉱 業 大 会 が 仙 合 で 開催 され ます 。 床 容 及び 申込 規定 等 は 同誌 に 添え まし た も ゃ の 
で 怒 に 御 承 知 と 存じ ます が , 念 の た あめ 再び 申し 添え を ます 。 
(1) 鉱業 大 会 申込 ; 9 月 10 日 締切 (所 中 の 用 紙 を 御 使 用 下さ い )。 
(2) 研究 発表 護 演 申込 ; 7 月 31 日 締切 (本 学会 関係 の も の は 東北 大 学 理 学部 内 
BARE SS Cc 400 字 詩 原稿 用 紙 4 ROAORMIRR Sea. CHA 
込 下さ い )。 
(3) ARR BBS2FRB; 10548, 


BAS CHAS). Ree FTIR AL EPR Pes). 橋本 昇 
(aT Eo BY EE Ace A SLR AS EU GET)» 鹿渡 文 利 (RTH FATIMA 
BER iss), SHS (MLLER ae 799), eae (ACEC Ble ORE), 
Sehee (UTR NAO AS ALT 50), 塩田 勇夫 (栃木 県 下都賀 郡 吹 上 
AWRE S49), 菅野 五郎 HAZE ates), ERAS Caisse), 田中 賢三 
(SR CALBALAR FARE] 113 AR Sth LSE), 池田 宏 (鎌倉 市 霊 の 下 9298 
国立 大 学 学寮 ) . 


(SSROBH) FESS (AT RE eS A308 =e), 中 川 進 (東京 都 


WAGERS 27155 ABBB7a), SRASRAS (GCA RR USER 3 BARGER AA aK 
Lh), FBC (RR ARES ee ) 
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Grundriss der Kristallchemie. Von Johannes E. Hiller. AS 
(Sted CAORMEL LO 又 参 考 書 と し て 良く まとめ られ て いる 。 BS 15 BAH 
oO, Sl Mi Bla AMAT. BON, 対称 の 潜 則 等 , BOE, ee 
品 の 成長 , 理想 結晶 と 実在 結晶 等 , 第 4 章 , X 線 に 依る 実験 方 法 , 遡 格子 , see 
VEO HS, イオ ン 結 合 , 原子 結合 , 金属 結合 筐 , 第 8 章 , 原子 半径 と イ 
AY APES, 第 7 章 , 元素 の 構造 , HSE, AB (LAM, ABs (LA, Am Bn 化合 
物 等 の 構造 , 第 9 章 , 3 成分 及び 多 成 分 化合 物 の 構造 , 第 10 意 , Morphotropie, 
Isotypie, Isomorphie, 24,0224, S118, 同質 多 像 ) 第 12 章 , FETE DKS 
ani, S13, 合金 の 結 品 構造 , 第 14 章 , 有 磯 化合 物 の 結 品 構造 , 第 15 意 , 結 
憶 等 の 内 容 別 に 記述 され , WSK LCRMROGS, 230 RIRROREA AMS 
れ て いる 。 述べ られ た 結晶 は 約 1,200 種 に 及び , ASC 307 貢 に 附図 209, BASE 72 
が 用 いら れ て いる 。 (1952 年 出版 Walter de Gruyter & Col, Berlin) KB 
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岩手 懸 田老 町 附近 の 地質 及び 岩石 


(Geology and petrology of the environment of 


Tar6-machi, Iwate Prefecture.) 


Ff. fe = (Kiyohik> Ishii), #f HH. B.X (Yoshio Ueda), 
fi] —- ie (Kazuo Yamaoka), {j 江 # #¥% (Noritoshi Yamae) 
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Abstract: According to the field observations of Taré district, . 
Iwate Prefecture, it is high! ly probable that the volcanic complex made 
of andesitic rocks and their pyroclastic materials in this district have 
been formed at the age following the sedimentation of the Omoto forma- 
tion of the basal part of the Cretaceous series, known as Rydéseki and 
that some of the sediments, known as Palaeozoic, seem to belong to scme 


a Mesozoic age, preceding to this formation: The grancdiorites of the Miyako 
$ and the "Tar6 types intruded into the Harachi- yama and the Kishi 
$ formations and their pebbles are included in the Miyako formation of the 


upper part of the lower Cretaceous scries known as Monobegawa. Therefore, 
the geologic age of their intrusion is believed to belong to same age 
between the Ry oseki and pre-Upper Monobegawa series. Also the shear 
zone, 1 to 2.5k.m. in width, passing through the Taré-mine might have 
been formed in this age before erancdioritic intrusion. 


1% i} 
本 地域 は 北上 山地 の 東 締 部 , DOME RRIC IS STAAL, 古 ぐ より 著名 鉄 
山 と し て 田 参 鉱床 が 存在 し , 此 の 久 床 並び に 附近 の 地質 に 関し て は 多数 の 
BA - が 見 られ そ 。 第 者 等 は 偶 ヽ 岩手 県 の 地下 資源 調査 に 参加 し 


1) Wl 根 新 KR 感 岡 図 幅 .20 万 分 の 1, 1915. 

2) 植村 BOR Heese, 地質 調査 所 報告 , 86 号 : 

S) Ce A 上 7 岩手 県 一 老人 鈴 型 について, HH, 38, 1931. 

4) 今 井 BB. 岩手 県 田老 鉱山 の 塊 質 及び 録 床 , WH, 47, 1931, 

5) We Kh S$ 新編 侍 床 地質 学 , p. 312, 1940. ; 

6) 加 納 博 , サ 上 出 天 岩泉 近傍 の “ 仁 家 "類似 の 変成 岩 類 に つい で 地質 ;53, 
626, 1947. 地質 ,54, 636, 1948. 

7) “i d eae thet ie ZERIT 5 PSR OBES & ING HS 

YT PyYEREBOSH, He, 5, C48 869, 1949 

td ” 岩手 県 岩 SDD EIR LO ABBE SK EAE LEE 校 地 
PEAS, of 2 号 , 1949. 

9) & jE #é Zur Orogene und zum Vulkanismus im jiingeren 


Palaeozoikum des Kitakami- Gebirges, Honsht,. Japan, 

sole AGAR. 4 7B. 3B, 1990. 7 

10) WARE. RE, SKE <7 2IOPSseBi AO HEC AE LL OM 
"= RECBSE LC, HE 57, 672,. 1951. 
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う 5。 林 報告 の 大 要 は 既に 地質 学会 第 58 年 総会 で 発表 し た と と ろ で ある 。 

本 調査 は 岩手 県 の 依 嘱 に ょ つて 行 つ た る の で , 調査 の 機会 を 与え を られ た 

過 手 県 序 と 関係 護 氏 に 厚く 謝意 を 表す る と 共に , 種々 と 御 高 配 と 助言 を 賜 
つた 渡辺 万 談 郎 教授 並び に 加藤 許 次 郎 講 師 に 深謝 の 意 を 表す る 。 


| 2 地質 岩石 
本 地域 を 構成 する 堆積 岩 類 及び 火成岩 類 を 類別 すれ ば 談 の 如く に な る 。 
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(1) 古生代 Th4: THE ROM HIC REL, EEL CHE, 
チャ ー ト , RV BORB LD RD AAS, DORRAESE TS 田老 
型 , BARE MARAOPAIC LD, ZICH SAL CIABIL ( BRA 
Ve FB % SOHAL AOA BA ERY 7 ェ ょ ルス, 紅 柱 石 ホル ン 
7x, BihakReY 7 ょ ルス と な り , 岩泉 町 附近 で は 長 さ 1 尊 , mp 3 HE 
CET SAMABEONS. WIC) BER SHC 生じ て ERD 


er 


i SOM a 


= \ 


BF RICHY BY SESE RERICIRL C20 REL 
re 叉 修 本 村 中 里 際 近 


に は 角 関 岩 を 挟 有 すえ > 。 石 大 岩 は 何れ る 再 結 品 を 行 つ て 米 状 を 呈す る が , 
A OR 


CEMA. 柄物 石 等 か スカ ルン 紳 物 か 生成 を 散見 する の みみ で ある 。 Ale 


2a D2 OF GR RAR S(t DT, DIC ABER CHEHIL, AREY, BSS TIC 


その 発達 が 良好 で ある 。 古 生 層 の 一 般 走 向 は N10°~30°W -c, pic 40° 
J3% 80° の 傾 狼 を 示す が , 地域 の 北部 区 於 て は 殆ど 東西 た 近い 走向 を 持 
OM -?, 断層 附近 で は 昼 部 的 に 搬 坊 を 蒙 こ ご で いえ 処 が 見 られ える え 。 其 市 村 , - 
NEBNHWKOBAQBILSL <( SWORE CRG, ISSR iC 


DN TWF of ; 
(2) BAR C4) HEAR DAA BIE wesw LL CMA 向 , 


卒 郡 及び 田野 畑村 に 発達 する る ので, MELRICT SWAROW DM 


DEBLEKELCZCBENRA, 球 質 頁岩 の 薄 居 を 兵 有 する も ゃ の で ある 
が 小 本 川 以 北 の 本 層 は 厚 層 な チャ ー ト を 兵 有 すそ え そ 。 砂 岩 は 一 般 に 石英 質 で 
bSPBRC | DARED AICGAT ZBGRD 2. UL SORA 
iD (Ak 2 AAD SCR ETO BN ZEAL, 時 た に は 赤色 或 な 次 束 色 了 チ 
VOh}BERUMDDS 7. BRKBAAAILHCL yy ZRICKEN Sed 
BB \r0 BEOBAILPAREOLHENHDLL, 叉 両者 関係 に ゃ 不 整 合 は 
認め られ まま, 本 層 に 連続 的 に 小 本 層 が 堆積 し た も の で あろ る う 。 HABE 
比較 的 傾 許 の 繧 か な 逆 断 層 を も つて 接する も の と 考え られ , VBKT ZA 
地 山 層 と の 関係 は 本 層 堆 積 後 之 に 引 続 い て 行わ れ た 火山 活動 の 産物 と し で 
原 地 山 層 を 堆積 せしめ た も の で ある ろ る う 。 本 層 は 一 般 に 西 落 ちの 傾 鋼 を 有 し , 
田野 畑村 明戸 以 北 に 於 て は 北 々 東 の 走向 を 示す が , Zk DCE * WC 
走向 を 変る を 更に 南方 の 小 本 村 清 水野 附近 で は 東西 に 向き を 次 を て 西方 に 突 
HL UR BI CHS CMA NA NORDEA UE YO ES EBA 
ICR Cid AE ADR IC LO CPR EA SE CIR AD LK 7 
cI AICBOCW So 生 層 に は 未だ 化石 が 発 紫 ざさ れず , その 地質 学 的 時 代 
を 朋 2 ヵ に する と と は 出来 な い が , 前 逃 を せる Z 如 く 下 部 自 午 紀 領 石 統 に 属す る 


小 本 麻 と の 関係 5 り 之 以前 の 堆積 で ある と と は 十分 推 穴 じ 得 る 所 で , BRAD 


山系 に 於 ける 赤 右 層 り 或 は 四国 外 帯 に 於 ける 三室 山 居 医 の 斗賀野 統 に 対比 

LB2L OCHA, BARMAIC > 27 ICES ZHAI の 存在 が 最近 

発表 り され , AL OBIBIFLD HERES M2 o 

1) Asie, 植田 良夫 , 鳥 注 光 示 , 赤 た 山系 の 地質 並び に 岩石 日 本 地質 学会 太 十 
周年 記念 東北 次 部 4, 


Epa 
2) Eel AE, abies roan @AILE ARH Ses 
60 年 総会 , HHI, 


RO RR NO 


ad’ YAM MRK ESR 


Ct) NAST (GEE) RB ARI AR OF IC NB 
PRICREML Se CRAG ERB ICRE OW AE LOM RAE 
# WAMRMAOTE LD RD RKAWH, BRA AB OME CRE oats 
ARO CIE ICE MUL, その 区 別 は 困難 で ある 。 ABIL T 
N 30° E, 70°~80° NW OR OL OAS, 時 EN 20°~30°W OF 
向 に 走向 を 変え を , WIC 70° MOMR a OMS DS So AVIATOR 
A 

A EZBO BIC EOTCR DIN CHS. ABICIATMILAL HL, 下部 
Ae RA) a rete Gel BERLE SECS BREE Dey 
る 所 が FL ELL So ¢ 

; Cn) (ULL Acca RT LL (485,9 AX) に 標 式 了 的 に 見 られ 
基 の 他 小 本 村 の 海岸 地域 及び 田野 畑 , 普代 両 村 境 七 ツ 森 東 方 の 海 賠 地域 に 
分 布 し , BEL CHIARA ZC UT SHAH, 集 塊 岩 等 の 火 成 
砕 層 岩 よ り 成 る る の で ある が , BALM, BRAKE, 水 長 石化 作用 , 
箇 鉄 争 化 作用 等 種々 の 変成 作用 を 受け て 石英 角 導 岩 様 岩石 に 変成 し て い 
Zo CICK, KBE, DORA, AES DESL, aU 
4, WH, BRO BREE S SECRETS So AURIS RIB BRIS 

BERL, Bos ¢ SURE MERC ATE (Kia & 2 FEN CHAS. HEF 
FED) 氏 は 上 部 休 羅 紀 後 , 物 部 川 統 時 代 以 前 の 活動 時 期 に 属す る 火山 岩 類 
と し て 宮城 県 気仙 沼 大 島 の 大 島 噴 出 岩 類 ( 絢 石 玲 岩 及び ぞ の 火 成 砕 局 岩 。 
melaphyre ROZOKMM Bak DMS) AL, RAB, Ga Fil 
EEC (DARL OBEA ICI STE MPR BMC SOMO MEET Sc * 
と を 記載 し て いる が , 本 層 も 之 等 南部 の 玲 岩 類 の 活動 と 一 連 の 関係 を 有 す 
る も の で ある う 5 ; 

小 本 川 以 南 で 於 ける 本 層 の -・ 般 走向 は 小 本 村 茂 師 附 近 で N30° E, 20. 
南方 同町 飛 沢 附近 で は N1O° W と 走向 を 変え , 太平 洋 に 帖 面 を 向け た 弧 - 
TPT ON OR 

Li eed. ae Mesozoichen pflanzen von- Omoto, Téhoku Imp. Univ., 
SCL Reps Secu buOlale | 
2) WK. Ishii and Y. Ueda, On the Quartz-Keratophyres from Otobe, 

Shiwa County and the Pacific Coast, Shimohei County, Iwate Prefe- 

ctutre. Téhoku Usmiv., Sci. Rep., Ser III, Vol. IV, No. 3, 1953. 

3) ik OF 田 功 ARR UUMTOMRICRS c, HCA 

HEME ICH, 第 33 号 , 昭 15 ae. 


4) BO A, GROWS, APR RVMLACAN ESA O BRS, 東北 大 学 理学 部 
地質 学 古 生物 学 才 審 研 究 邦 広報 告 , 第 35 号 . 昭 16 年 . 


Vey 


I cae ae “45 


ats も ゃ の が 普通 で , We N2C°E Oe Lec 2 FE DLEICE b SFE RR 


HOODMAN SEED, ROE EC, BHCC S. HEMI 
は 此 の 圧 砕 帯 上 に 存在 し , 2 OMMPRIE MTEL O LET EMAC BLS 


れる 貢 鉄 久 化 作用 理化 作用 等 の 熱 水 変 質 作 用 と 恐らく 同一 時 期生 成 ま 


れれ た も の で , 田老 型 細 粒 花 賠 関 緑 岩 の 後 火 成 作 用 に 依る も の で あら う 。 本 
層 は 宮古 型 及び 田 差 型 花 高 関 緑 岩 及 び 交 石 玉 岩 に 綱 が れ て いる 。 EO 
PK ARIA RAGEHA, 黒雲 母 ホ ルン フラ ょ ルス に 変じ , DEK 
ょ り 大 豆 大 の 章吾 石 が 圧 行 帯 中 特に 小 本 村 中 里 附 近 よ り 田 差 鉄山 北方 に か 
け て 産 す る 。 て 谷 難 吾 右 は 圧 砕 帯 以外 の 田野 畑村 横木 沢上 流 , 溢 層 に 属す 
る 淫 放 質 頁 岩 中 に ゃ 見 られ る 。) 凝 放 岩 は 時 に 角 了 関 岩 に 変じ て いる 。 


(=) VHB, Reme, 宮古 層 ( 上 部 物 部 川 統 ) 一 本 層 は 藤 層 , 原 地 


LUE, 四 老 型 細 粒 花 剛 較 緑 岩 等 を 基 度 春 岩 を 以 て 不 整 合 に 被 首 し , OE EE 


治 央 に 小 分 布 を な し て 点 在 する 。 即 ち 北 ょ り 癌 天 崎 , BA CHE AAS 
の 沢 を 挟む 両 岬 , BR で 以上 田野 畑村 ), TER, 松島 , RIA, 
真崎 , 青 砂 里 , 崎山 村 日 出島 部 落 , FHS, BRO, FRI 
ケ 崎 等 に 極め て 小区 域 に 現 出 する 。 借 選 の 発達 し た 春 岩 , 磯 岩 質 砂岩 , 粗 
粒 乃 主 細 粒 砂 岩 よ り KD, RIC AAERATS. ARMA POMC IL チ 
ヤー ト , Ba, Mitte, Biba, Keke, (er eae Ae 
EMD SMALL CHEL, TORE 1 米 に 達する も の が 少く な い 。 KE 
に は 著しく 多く の 介 化 石 を 産 し , 又 嶋 越 で は レン ズ 状 の 炭 層 を 挟 有 し , Bi 
CHIN MAT 
Ca) ENB? GAN —AHEEICIA 3 A RB OR LEY HER 
し , HROILRILPRE AEM EOMTicCRit. ARMA e UD cHe 
BROS HAE PEAICWAL TS. HEL CWH, WHA 
i, Boe, BRE, JERSOMBE D wed, 走向 は 東西 に 近 ぐ 北 に 
10° Jh 30° OMAR ARTA, AICHE ¢ i SAR ASAICE So 
SER SS HEIC ZL CRC, か つて 第 三 紀 層 に 属す る も の と され て い 
%o RAWMOBRR , eee et ee 
2 DEK GML OWBREEREL, 団塊 の 大 さ は & 1 米 に 達する る も 


叉 数 層 の 介 化 石 ( 了 主として Ostrea) | 


Bi dtr. 


1) H. Yabe and Yehara ; Se The Cretaceous Deposits of Miyako, Tdhoku 
Imp. Uniy. Sci. Rep. Sec. 11, Vol. 1. 
2) 佐 <= 保雄, APRA OH AIC YC, HE. 39, p. p. 401~430. 昭 7 
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ll kk a 3 
(1) Pee TEMPS ZEAL CE Na cB 
VELAE IR Ct SZ. 両者 共 そ の 疾 入 時 期 は 領 石 統 堆 積 以後 , 上 部 物 
部 川 統 堆積 前 で , 基 の 現 出 状態 は 古 生 層 並び に 原 地 山 層 以 前 の 中 生 層 の 構 


造 線 と 密接 な 関係 を 有する も の で ある 。 本 地域 に 於 て 両者 の 関係 を 明 肛 に た こ 


SZC LIMP OPPS FAS < BS AUTE HAR a we, FEAT Ig 
関 緑 岩 と 同じ く , RRMA L D ERMC ld CH biel EIU eA 
に 引 続 い て 稽 深 所 に 光信 し た も の で あり 。, 田老 型 花 賠 関 緑 岩 は 之 の 造山 作 
用 の 終了 後 比較 的 湾 所 に 痢 入 し た も の で , 光信 の 時 期 は 時 代 的 応 大差 な き 
bDEBR られ る 。 

CA) FIESTA BE TEND 東方 を 上 
め , 田老 町 を 中心 と する も の に 始ま り そ の 北 N20“W 方 向 の 直 潮 上 に 断続 し 
て 分 布 す る も の で , 田 老 町 を 中 心 と する も の が 最も 広範囲 に 寺 出 し , 北部 
に 行く に 従 つて 分 布 面 積 は 小さ く な る 。 そ の 中 胡桃 畑 , 刺 柄 岳 附 近 の も の 
2BLV xenolith AL, その 数 は 1 平方 米 中 200 を 数 を える と と が あ 
る 。xenolith と し て は 徴 関 緑 岩 質 の も の ( 或 は な schlieren カ か ), MAHYOLO 
Se), WEAK OWI EU IC RS ZR BEE Se, 原 地 山 
BE CBRE ICH CERAM EAMETS. BEM BB RICK 
は 同 岩 は 圧 砕 花 議 岩 に 変じ て いる 。 本 岩 は 中 粒 乃 至 細 粒 に し て 次 色 乃 至 淡 
肉 紅色 を 帯び , 淡紅 色 及 び 白 色 の 長石 , BRECKIEAILY SBR: wb 
EOPNA, 無色 の 石英 を 主 成分 と し , 流 状 構造 は 認め られ な い 。 TBE 
POCERARMERTREA は 持 に カル スベ バド 式 或 は ペ マリ クタ リン 式 双 上 品 を 
KL, Bs RANE RT. 次 草 長石 中 性 長石 ), 之 と 略 等 基 の カオ リン 
(ESR JX RABEL ED), 石英 , 緑 泥 石化 せる BES CHIE 
Ailkis penninite Of ROME =EROWMEL, ROMMEL C 


(LEEKS, HRI AG, Dray, BAS Sa, RomARWBMEL_ cB 


A, mA, RE OBL, -- 般 に Quartz-monzonitic 7; Hac 
ある 。 

Cr) 宮古 形 粗 粒 花 品 関 緑 岩 一 ARC IRA IL ASE kD A 
られ た も の と 思わ れる 4 種 の 異な る 岩 相 が ある 。 即ち 

a) Cavey HAPS E RBIS 

b) 2 ei EBSES ERB 

c) Cee ER BREA 

d) AH GavMAIS ICME ! 


a) BSUS TERR OB it Bi kb ERIC BOCK 


BR Sea lap, gy AT 


CACBNL, LL RWRESTE MMR HOMLALET LOG, —BHC 


顕著 な 流 状 構造 を 有する 。 ASL ORR ERATE £ DLL ATIC 
至る 殆ど 直線 状 の 周 緒 部 に 於 て は 中 生 層 の 層 理 と 殆ど 一 致し を 流 状 構造 を 
ATS, 然し 有 姜 村 附 近 で は その 方 向 は 不明 有 瞳 と な り , 宮古 市 根 市 附近 で 
は 明 膝 な る る も 乱雑 で -- 定 の 方 向 性 を 示さ な い 。 変 家村 茂 井 附 近 で は 


片 礎 岩 様 岩石 に 移 過す る 。 叉 之 の 附近 で は 古 生 層 と の 間 に 小 規模 な 貫入 片 


REE ER CHS. RHI HRICHAOAUMBE FH OSZLOC, PETy 
ZH CAKELEL, 白色 の 長石 , 無色 の 石英 , 緑 黒 色 の 自 形 角 関 石 ) 
黒色 の 半 自 形 乃至 他 形 で 黒雲 母 を 主 成 分 と する 関 雲 花 周 図 緑 岩 で , 一 般 に 
正 長 石 より 稚 長石 に 造 か に 富む とこ と が 特徴 で ある 。 一 成分 鉄 物 と し て 磁 鉄 
oh, DRA Dray, BEEL RAT 2. PEAARARURE CMEC, 
RICA CLANTR, SKU ZV YRGERL, Bx Reese sez, 
ADRK PERA TERHEOWRKRACH 4, 正 長 大 は 時 た に カー ルス え 
バド 双 卓 を 示し , FA REH TE ei RSC EL ELC TRE CHS. LAOS 
BA, BEDBERAHICS EMBL (, RICRIETIE ( HRCA ICZEE 
し て いる 。 BEA BMIC ho CIEBICFEORAL SUMS 2% 

b) Sea PISLTE HABE aK ICH Go ES BE 
3 FON RIC BER ICBEM ST SLOC, MG AT 2 Reo 
ZEMNRA CHS. ARACAS ( BWTE MARA O—PEICL TT, 附 
OBR & OFSENALEIC k DIM OERE DK LOCHSD5,  . 

c) ZC pea SCTE aC 一 AAA ERY ZEIGE IC FARE IC 
Hid Z Hod CHALE LD 2 A LT Z SE BITE APORREE CO, PYAR OYIC 
IAS HE~ 1, CHTIAICHS 5 HE ~ 10 Hic SA POREN ARE 


RikO BED BBE HP ICHECK ICHMT S406, ANAtHon+, a . 


英 も る 叉 大 きた 結 品 を た し , BOR~ LORE ICED SZ. KRELOMMEBIC 
近づけ ば 次 第 に 細 粒 と な り 長 柱状 自 形 の 角 了 関大 が 多量 に 生じ , Homete 
は 答 太 が 不 規則 細 料 と な つて 流 状 構造 を 示す よう に な り , 標 式 的 各区 閑 
LIEMDIGA ICRAF 30 LIC B HME LIRA ORAL CHE HERD IC 
BATE VEL R4LOCHDS, MHACIZER CNIS pH 
腺 が 非常 に と 多 に こと と が 特徴 の 一 つ で , 大 き な も の は 見 られ な レト い が , 数 畑 か 
I KEONOLODIBICA CHS. Zit MIC UTE ELBE 
CVEBELDKD, RICHER, 電気 石 を 件 う る ゃ の が ある 。 

dd) 太田 名 部 型 病 雲 花 賠 図 緑 岩 一 本 岩 は 普代 村 太 田名部 附近 か ら 玉 川 附 
近 の 海 職 地域 に 赴 出 し , 岩 相 は むし る ろ る 田老 型 の る も の に 類似 し て いる 。 稽 緑 
色 を 帯び た 次 色 を 早 し , IUCR BD 5 PRT) EARL OPE TE pee 
C, EROHMGAS ERD BRE BE, ANAL OROEBA 


h t - 人 — 
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ee. 


PHEB LOB. quartz-monzonitic KBHCHS. thOMOTERME 
緑 岩 と の 関係 は 明確 に し 得 な い が 恐 らく 宮古 型 花 沿 関 緑 岩 の 異 相 と 思わ れ 
RE EA BIR RA ESE, 病 林 間 の 花 品 図 緑 岩 中 に 小 赴 出 を な し 
_ て 存在 し , FERPORHE L CHEREIAH ON ZLOB RIAA CHS. 新 
鮮 な 緑 黒 色 , Th TVS e CRT CLARE, BNA, Ble, Bh 
BEL ERGHIML L,Y BERG, MER, FOV ELEC ARON DEOH 
$2, PRACHRKEACHVSKRAICAL, MR CRAMMER & 
の が 多い s PINAL GR Pik $A, BE CAR ED 5 BSR 
BEICBSS OEE HODEL CLE. BA FAG IC RL ANIC 
MU CEBS (A CAS ACH S ARRAS SP rt 
CHAR E EL, (RACE, HE. ReBO PERL ETS. 


(2) Bk #8 

eee TEAL a IC EPORICREAL PEEPS, GL CTE ICREA 
LBRO, PORES D, LE ERGARINEDLAT © “bE 
AL bOI LAI H OD STERRR ABEL, 宮古 附近 に 見 られ 
2 BRA WEEE CRUE) 等 が ある 。 

C4) ROB B—ACAIE EM NII ES CHE 10 KOR 
PORE aL CHRIST SRLOCEHS 1 交 ~2 幼 に 達する 特徴 ある 稔 長石 の 臣 
Wo ine BST So Venn PE AKC MRC EAT CHEN. EECOURRE DSS B 
短冊 を 列 べ を 如く 見 える 為 俗 に 短冊 石 と 呼ば れ て いる 。 衝 長石 は 塩基 性 の 
SKEGE. CMECHKEAICRTS, ABAD E DOMAINE, KR 
22GB IC HD LO 料 に 及 ん で 古 生 層 の 或 る を 一 つの zone hic HORE 
OT ER 

C2) 石英 関 緑 壇 岩 一 本 岩 は 茂 市 村 , AIBA RICK CT 古 生 層 及び 
FE RAP a LS BROKE EL CE C&O, 閉 伊 川筋 花 原 市 
ICBGSLOWM—-BRAKE RL, ETEMBRODEBBHERSBTS, 
ARERR EAL ERE EBU BRE BL, REIREICRECHERFOA 
Na, RERMICHROME AS 50 BSTC CARR, 角 
HAC, 少量 の 正 長石 , BR, MEER AL, 微 花 議 岩 構造 若しくは 徴 
粒状 構造 を 示し , MIR & L CHE, PRG, 2rayv, ase AS 
So BEER AIL AIC RRA DUC NY ZY Y REAL, WHE x 
構造 を 有 し , CORAAMNKEAICRT So ERE —HRICTHL TH 
AVVSEARKL WS. ANBGRELEL, 多 色 性 著しく , 屋 々 結 品 
OMBIA/NSER RO REE MOR BIC LORMAN, MICE OBIE 


\ x | oa i 
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WEL C2, MR ESHERL Oo FREE CAN 
を oh 本 岩 は 右 英 関 緑 麗 岩 に 該当 する ! 
OA) DR ARR ¢ tc RSE BER 


し て 現 出 する 暗 緑 色 の 岩石 で , IN 区 Nae 


BRARAAOPEBRML Bb. 
(2) TEM PIG ETES ( 叉 は granopzy-e) — Rat RIE ee 
eR CaS CIS SURICHEAL Cs 36 肉眼 的 長石 及び 黒雲 母 様 


DS RR ER 


RELONMERRKESSORERE AL, 主として 徴 文理 構造 を な す が 叉 
TIC PETE fd RE, CRT ESS ORL, BURY IC ISR, Da ay 
TEA, 磁 鉄 鉱 等 が 見 られ る 。 石英 は 一 般 に 石 其 に 存在 する が , PIC HEE 


し て 存在 し , HhORRALNRADEKRERACHYT 2 Bea 


ECE EEL UNE ORAAE RTC PARECD 5. 
GR) ASSES HAA © OEIC HAA L, DRL ICR 2 Wa 


oo CGRIVY 7 pA) ICBAL CBRRU EEO ine 44 ZS BPR HB, 


OBE CH Zo 
(へ ) BOER A COMED —e ete UE, BERNE, 小 

AR) ASIC J eB CRICK, RIC DA SURE EL CH 
司 す る 暗 緑 色 臣 統 を 岩石 で , 小 本 川 暫 に 於 ける る の は は 往々 角 拘 岩 状 を 呈し 
RRICHERERTCEMSS. MAAR MeL md, 石 基 は 
主 に 微細 な 針 状 の 長石 及び 交 右 より 変っ つた 緑 泥 石 並び IC ARIE & Dae DR 
岩 は 交 石 安山岩 と 思わ れる 岩石 で ある 。 

(3) 噴出 岩 類 ; HEL AIR Bs ERE ueic Bit Bee & 
-OCHTZAMICL DB HBORATICARE 出す も の が ある 。 本 地域 
に 於 て は 宮古 層 堆 積 後 の 噴 出 で あ る と と は 明か で ある が 渡辺 万 次 郎 教 接 り 
は 模 ら く 第 三 紀 の 噴出 で ある と と を 指摘 し て いる 。 Kat KA Ae BOM 
密 で 手 卓 た 逐 し と 。 疾 品 と し て は 少量 と 石英 及び 正 長 石 ,, 稀 に 終 長 石 , BR 
雲母 を 有 し , ARIE < CHURCH As BS 


3 地質 is 
se SRC W619 BSL し て 最も TER LOR PAU REO CH N 
20°W OB MICHEZERHCHOT, 地層 の 走向 と 殆ど 一 致し て 礎 行 的 に 


PEL CHD, 北 は 小 本 川 を 越え て 魚 山 に 達 じ , 南 は 宮古 市 鈴 ケ 崎 に 至る 


る の で , MEW 27H, 基 の 中 は 1 HE 25 HICH 2. ZOEK 


1) RUDE, JEL O KE REE. 35 4-2, 1950 


/ 
" 


- 


TS Dr RC Re ETE TN ET Tie TT ME Cr 
CO Ogre ee ee Ok ser 
} CE AN sola tA 


50 a Oth Re 会 誌 


SORT く 本邦 の 休 串 来期 より 8 HAAR CDI て の HELE PIS 
IR5 2 OCHAS. ZOGUEAIC EEA, CEORIEMN TE BiRICIROT 
宮古 型 FE RADU CORREA SL, 造山 作用 が 一 応 終 正 し た 後に EAE 
bj PORES RAE TIC BEAL KLO LHR SNS, ZORA ABE 
EL, 上 部 物 部 川 統 前 で ある 。 宮古 型 花 向 図 緑 岩 体 の 東側 は 略 N20°E 
方 向 に 古 生 層 及び 中 生 層 と 直線 的 を 境界 を 示し て いる が , 西側 の 境界 は 不 
CHAE roof-pendant に 残す 部 分 が 見 られ る 。 小 本 川北 方 の 岸 局 
は 半 次 話 構 造 を な し て 南 に 溢 曲 し て に る が , 小 本 川南 方 に 於 いて は 幸 層 は 
N20°50°VW 方 向 に , 基 の 東側 の 原 地 出 必 は N30°~40° FE を 示し , CE 
三 考 の 走向 は 略 三 角形 を 形成 し , その 内 部 に 位置 する 腰 廻 り , POUT 
に は 多数 で 花 科 関 緑 骨 質 董 岩 が 小岩 腺 を な し て 貫入 し て いそ え そ 。 


4 #8 a) 


DL EA HBC CHOMBAHC REMAN ES, ZORA LOT 
FSC A 7c Fs, 推定 を 総 拓 す る と 大 略 次 如く に な る 。 

(1) 従来 吉 生 戸 と され て いた 一 部 が , 領 石 統 に 属す る NAB LO 関係 
kD, 之 た に 引 続く 下部 の 中 生 層 の 疑い が 持た れる 。 

(2) 小 本 層 に 引 続 い で て 火山 作用 か 行わ れ , 安山岩 質 岩 石 及び 英 の 火 成 碗 
選 物 の 出現 を 見 CRW, Bic Za kS ( PREM BOR KR 
作用 に 依 つ て 変質 作用 を 受け た も の で , ABA AB CSW SUA) Ic 
NN 

(3) 田老 旬 山 附近 を 通り 略 N22%W CHIE S EMH, HEROR 
| aa aes その 生成 時 期 は 領 石 統 以 後 , 上 部 物 部 川 統 前 
で , FRAIL D REO DIT CAT DNA OFLU RIC HALA 
FALOLAMA NZ. 


(4) BME MMR RL RICARES 2, その 礁 が 宮古 居 , EG 


麻 に 旬 含 され て いる 事実 より , GRO, ER MOERIRTICBEAL % & 


の で , 前 記 人 造山 作用 に 関係 し て 圧 砕 帯 生成 後 比較 的 深 所 に 痢 人 入 し た も の で 


a Die 
(S) FRC DORR Ah EHP WE, HE 層 , LB ICN 
規模 な 分 布 を 示し , RO {ZOU ORT &, 構造 的 な 朋 線 に 治 つ て 


浅 所 に 導入 し た も ゃ ので, HOKU EAI HOLLIE, BBSRC REGBRZS 
質 作 用 を 人 与え , 鉱床 生成 に 穴 接 な 関係 を 有する も の と 推定 され る 。 


Ey 


TES の 研究 の 費用 の 一 部 は 六部 省 科 学研 究 器 に よ ょ つた こと を 附 記 し で 調 意 を 表す る 。 
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UBS PU , 砂岩 ( 原 地 山 訂 ) 
Te Oba) 
( 

, 砂岩 Re (BIE) 


BLS 、 砂岩 
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り で ある 。 そ れ に 記載 され た 様 に , WEI PIC SRO * . — SHH S 
れ , 後者 は 黄銅 鉱 中 に 平行 績 状 乃 至 格子 状 , BOR, SIRNAME 
KA CEETAZ. EO SEA THR MERPRERT LOKEOBRE 
離 深 性 産物 と 認め られ る る ゃ ので, Wr Be COFERICEER LC HAs 
: 験 を 行 な つ た 。 . 

fal C OPP ASR E GE PIC seat aa tT 2) & . —-SGK 
ARTA ERGL,, 磁 鉄 = ッ ャ ケル 鉱 格子 状 共生 ,3) 磁 硫 鉄 旬 一 y FIG) Ha 
共生 等 の 特殊 な a る 
が , こと ヽ で は 上 記 黄 銅 然 一 そ . - べ 依 共 生体 の 加熱 変化 の み に 着 目 し , 他 の 
変化 た つい て は 後日 に ゆ づ る 。 


a & の 目 的 


HSASi— >  — SPLFLAICHAL CILEEIC 2,3 の 実験 的 研究 が ある 。 即 ち , 
1927 年 G. M. Schwartz (22SHSkhO > 。 べべ 乏 和 格子 で つい て 加熱 実 
験 を 行ない , 450°C LD. LOVEE CS . — SSL ASRS ICIAL, 固 
溶 体 を 形成 する 現象 を 認め て 居り , 1937 年 Merwin—Lombard) る を 
た 400°C 以上 の 温度 で 両 録 物 が 完全 な 固溶体 を 形成 する と 述べ て いる 。 
一 方 H. Borchert は キ . —@ke 235°C ~ 300°C DLEIc ee 
MASSESARK と WAGENGL (chalcopyrrhotine) と に 分 裂 する 現象 を 認め 
。 SGLILE DELLE CRECDS Ltr, 前 両者 の 値 よ SE oe 
Ya & HTH Bo 

そこ と で 筆者 は 上 記 3 者 の 実験 結果 を 史 味 する BAC, 当 鉱 山 産 Breer 
ー キ 。 =~ が 録 納 状 共生 体 の 加熱 実験 を 試み た の で ある 。 


BReReO-A 法 


さき に 筆者 が 行 な つ た 筑 鋼 鉄 一 黄 鋼 鉄格子 共生 の 加 熟 実験 と 同一 の 方 法 
Choe) AS, FREE RAGE CAL, WRSt—se . — Neste 
生体 の 状態 を 充分 確か め た 後 , SBB 硝子 管 中 に MAOH EEHL, 電 


RN ye 2 


共生 組織 の 変化 を 観察 し た 。 


2) G. M. Schwartz,: Econ. Geol., 22, 44-61, 1927. 

3) H. E. Merwin, R. H. foobar Econ. Geol., 32, 203-284, 1937. 
4) H. Borchert: Chemine d. Erde, 9, 145-172, 1934. 

5) A. Sugaki: Sci. Rept. Tohoku Univ., Ser. 3, 4,11-17, 1951 
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cae Be a . a 3 $F 


; gee Bic HOR DIC HEARGRE DARN EEL 
q ee ee ee 
] で 所 定 の 温度 に 保 ろ と と が 出来 た 。 


加熱 前 の キュ ー バ 鏡 工 刻 


Rf PARSE SiF co 4s — NSE Fig. 1 及び Fig.2 oi #2 0.03~ 


1.3mm, 普通 0.1~0.3mm 内 外 , HA 15 ~9.0mm 3 iG 2.0~4.0 
mm 内 外 で , HEAD C111) CLAS SMRUVEKRPRAVIE EL, JA 
OM + RMSE Doce 
する が , ORS <NRL THe 
WAICRRI So FORMS HR 
(CHREIHIC EEL DEE CH SDS, 部 分 に 
ょ つて は か な り 交 量 存在 し , Bice. 
_ー 人 べべ 鉱 中 に 黄 負 鉄 の 平行 締 を 含有 する 
場合 る Be Cis Wo HCH  - NBL FEF 

_ DREW’ SOMMBMPAIRC SAD 
Fig 1. Cubanite (dark gray に 認め ら 性 る 。 今 工 片 の 反射 顕微 鏡 下 
in chalcopy rite CBR Bray) OVER ERA LAO CH So 


. SC OO? 


eh 
eM fh 


1) Kee, : . | 

MOH || 227. ORAM ; WALKED? Y= RES 
DAI 4 23 VO RENE 箱 々 暗色 味 を 帯び る ; 

2) 8 tk (eanF) “Wee, 但し 磁 硫 鉄 鈴 より 弱い 
編 の 方 向 // = ュ コル の 振動 方 向 ; URBE~ UKE 
MOAR // +45° OG; 淡 書 放 色 ~ 淡 次 黄色 | 
MoH // —45° の 方 向 ; PARE 

ON , EB ~ Low 黄銅 鉱 と 略 々 一 致 , 磁 硫 鉄 鉄 より 低い 

) Baa BE, Ls WE” 

HNO; (1:1) ; RRC CHEICH So 

KOH (Sat:) ; (Cho 

KCN (20%) ; SRST HIT. 

HCl (1:1), HgCl,(Sat.), FeCls (20%) ; 変化 せ ず 。 


・ 2 ait EXE x HE PASS 0.3 ~ 3.0 mm, Fis 0.5~2.0 


mm 程度 の 塊状 を な し て , か な り 多 量 現われ る 。 も つと も こと の 一 部 に は 
上 記 薬 片 が 研 魔 面 の 方 向 に よ ょ つて 塊状 と な つた も の も ある が , MLO FOU 


た 
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FU O ROMS IC Lk CBA RRS NIRA ERE BL, また だ その 
大 き さ や , 族 銅 然 に 対す る 量 的 関係 か ら 直 接 鉱 液 よ り 生 成 さ れ た と 解 し た 
方 が 交 当 で あえ 様 な る の も 少な く な い 。 こ と の 種 の キ . 一 バ 鉱 の 光学 和 的 性 質 
も ゃ 薄 片 状 の も の と 全く 同様 で ある そ 。 ; 
25 TREND DAVE Set 7e ED 
れる も の は , HMRICAL (HATS 
輪郭 を る つ 特 異な 形状 を 旦 し , 特に 次 
代 の 程度 の 進ん だ る の は 不 規 則 纏 状 と 
な る 。 

本 和 実験 に 供し た 試料 な 上 記 の うち 
HER UK 2 —SGLE BAT SRI 
| 頭 微 鏡 的 に 選別 し て 使用 じ た を が , 一 部 
Fig. 2. Lamellar cubanite ; 現状 キチ . — SHE Ai HBIGKE & HBA 


(dark gray) in chalcopyrite し , その 変化 を 観察 し た を 。 
(light gray). x65 


Pig. 3. Change of cubanite (Cb, black) lamellae 
in chalcopyiite (white) by heating.A, 450°C, 5 hours, 
B, 500°C, 5hours. x65. ~ 


Fi — «HEH Oh Bit 
300°C ~ 350°C 以下 の 加熱 で は FAA E ARBEAE-G, Borchert) oH 5 x 
Te% 2 ~ NGO 分裂 に よる HAG RMA IEA KO Area 認め られ な 
い が , 2 SSI MPIC HEL ICHAEL 3% 0 350°C, 90 hrs. fm 
熱 の 場合 に る 殆 ん ど 変 化 は みか ら れ な い が , 稀 に キ . — SOLER OB ERO 
APIA AT UNC FA PAO REPS EAN ETO MCS OBE きけ" 不 規則 に 


rea asa ) 


4)... Borchert + Op-sait. 5 


WAT SHR Ley HK BHO HE a ere 


BYRBT AR TEMS o DIT RAR LHS 3.) —* 。 — Sato 
POLE ERX TERT ZARA DH Bo eh 
400°C, 50 hrs., 450°C, 5 ~10 hrs. piece BENG ーー 信人 鉱 の 反応 が 


明記 認め られ , BRL CRB > WMO BAY Bo. Fig. 3 A of 


C ARLAUISR BOR £7, RIT EO PGES BIC OC RG LAS 
= TNC BOCBRE POLE REE STSRICK A. LPL RRM 
TRE ee EE CA EEO OR AIUD Sa 
る 。 こ と の 現象 は 温度 及び 加熱 詩 間 と 共に 進行 し , 黄銅 人 鉄 画 深 床 は 上 記 の 無 
BUG 2 そ ぶ 鉱 の 部 分 を 犯し て 談 和 弟 に IK CRC BAL, 400°C, 100 hrs. 


, 500°C, 5 ~ 15 hrs. fBcst Wit = — SOLER CAKICHOT 黄銅 


ALBEE 3 0, Fig. 3 B OR BK BOCAR ERP 組織 
HRT So CMTE ER It AAAs nc, Fig. 4 の 様 に 僅か BE 
eee ee re ee 

し か し な が ち 上 記 の 加 熟 条件 内 で は 

キー 人 刈 工 片 を 完全 に 消失 さす と と 
が 出来 すま 。 と れ を 消失 させ る な だ め に は 
更に 高温 或 は 長 時 間 の 加 熟 が 必要 で あ 
る 。550°C ~ 600°C 以上 の 温度 に な 
UE, 本 実験 に 使用 し を SBB Fick 
化し て 破損 する の で , BREE Avis 
けれ ば な ら な い 。 故に 今後 は 石英 の 密 
EP CRED MARY Tin, 5 
全 固 溶化 の Ath RETA PE CH 
Bo 


Fig. 4. Change of thin 
lamellar cubanite (black) in 


な お 本 実験 中 注意 し な けれ ば な ら な chalcopyrite (white) by heat- 


い 点 は , * = —oSokASMBAIC E DHS ing at 500°C for 5 hours. x 110. 


L, PEASE KWL BEC RACE CHS. IC LRORIC IAG PAO 
BHAE DOT BOCK MRE 形成 する 場合 に は . HOR Was fee BE 
で , 一 見 キ 2. -SUDSBICIRRL, PARE RL cP ORC ARE 2 
と と が 度々 あつ た 。 そ こと で 筆者 は 1) 完全 な 研 歴 面 を 作る と と a 
る の は 原 試料 に 比 し , 研磨 し 難く, MUBABOEBW), 2) SHR CH 
祭 す る と と , 3) KOH また は KCN CHRARETER ATE, REICH, 
上 記 の 障害 を 除い た 。 そ を の うち 特 3) OB tht ZHIERM BMG, と これ 
よっ つて 残存 キ を 。 - べ 鉱 の 状態 を よく 観察 する と と が 出来 を 。 
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キュ ー バ 鏡 一 殴 銅 鏡 格 子 欺 組 織 
tome 2 — Sekhice 
KURSK (ML (BAS 
RS Gh eS} & EVAL BES 
$k) (tA -EOAR A ALUCE 
0, ZORA AMA 

1) =. —NSIER OUND 
向 と 略 々 平行 する る の (Fig:5 左 ) 
2) 60° 内 外 の 角 慶 直交 叉 す " 
る 正 倒 角形 状 の る の (Fig. 5 A. 


Fig. 5. , Lattice-shaped patterns of 
chalcopyrite (black) invaded into 


cubanite by heating at £00°C for 5 eu Fig. 6) 
hours. Dark gtourd, chalcopyrite. 3) 直交 を た を は それ に 近い 角 


度 で 交叉 する る の (Fig. 3 B) 

等 で 恐らく キ = — NGO COOL) Ic 
FLKEAMDRERDNS. BK 
GROFF dk Figs.5 OCH HSER, | 
EMEC ETI ER EO OH 
DiwmL; < ORR SHO BATE 
子 組 織 と 極め て よく 類似 する 。 唯 そ を: 
の 場合 , BWEHRBERA LA 。 — NEO, 
_ DAS CORE INSL EME 
Big 6. Lattice intergrowth fo Ao CORRE 現象 GE t つて 格子 状 組 . 
ay Nae ee 織 が 形成 さき 邊 る と と a 石 組 織 の 研 


i Zo LL yas Yeo a 
gray) formed urder the same AALBERS SNE COD % 0 
aNd: 


conditions as Fig. 5. ‘Ch, chalco- 
pyrite. x 300 


te Kk Fa — wv FEO Hn BA i IE ws 

BEA IC BROT BIRKS 2 NSLS ETAT NISC MES L RS 
LC, HH RO LO LMBREREBMET So THD, : 

1) 300°C ~ 350°C: FRA EBYEL Eo 
21 400°C, 50~ 100 hrs: ARE b SMO BAE Boce. OO 
鉱 塊 の 境界 は Fig. 7 ORC, AAC HAST So . 
3) SOOTC, 5 hrs: FPO RSMAS . — SSO NMAS KIC HOCH. 
ML, CORR CL CRAISBAL % RESIS A KL RTE 2 HELO | 


ee RK 


BABAR TH EH TARIBIL 2 

OCHS. LBL, COMMER 
FROSOICHL PHS. CHL 
FARIS ESAS L 7 FP r ョ ー } BK (klapro- 
thite) また は ウイ チ ヘ へ ン 鉱 (wittichenite) 
LONE RCE BERS 1)" | : 


EM RER DORM 


上 記 実 験 中 450° ~ 500°C ic A CRICH 
Sa L SMIC BIA GNSS C 
OD Bt BIAGIO . — SOM HIC 
BSN, 前 者 中 の も の は 10 ~ 30g KOK: 
状 の る の で ある が , 後者 中 の る の は FF 所 .8 の 
REIC AMALIA E Felt th 5~10n, HA SOW 
120uOPERK, MERRY BL, CME CHR? 
ROAR HSL EDESA SLO PIAS CSE 
FRA MEDEA CBE RICT SA, 


Fig. 7. Change of massive 
cubanite(Cb) in chalcopyrite 
(Cp) by heating at 400°C for 


100 hours. Dotted line, 
boundary between cubanite 
and chalcopyrite before: 
heating. x55 / 


と の 鉄 物 は 等 方 性 , KOW CH xan, 硬度 は キ .-SKstdvAw 
DK, RHACARAACHS. COMMAMMBROs . — SHOR 


分 解 に よっ 
われ る 傾向 が ある "。 


nl 


結 
ECO BRIE BHT UE 
1) PUR AIS [Ly PEDRO GE ch a> BERK 


CEL KED LEA SM hah peo ees Se 


. ~ Soh 350°C ML v - 


前 者 と 固 浴 化 を 始め る ろか, COPPAILKRKEFS Ciro 
2) bacco 固 深作 用 の 烈 じ し く な る 温度 は 450° ~ 500°C で キ 。ー バ 
Sik yt PAS 0 ESAS OE AL SED, 徴 文 旬 状 乃至 格子 状 組織 を 形成 する 。 


3) 400°C, 100 hrs.,, 500°C, 15 hrs. 
を 完全 に WREST と は 出来 な い 。 


st ‘56, 251, 1950 
2) SKB, LTR: EMR 35, 68-73,"'1951 
3) BAYS: HWA EE 59, 1-14, 1953 


DWBA CE 2 — SSE 


A) LO Dati BRMCK SD ETE MERE (ELF TIL 硫黄 分 の 


多い 鉱物 を 生成 し た か か が jE Ce Zo 


4 


/ 


\ 


Sa AAR ESB 


4) 塊状 キ 2 — 8GK% 350°~ 400°C 附近 
より 周囲 の 黄銅 鉱 の 侵入 を 許し て その 外形 
を 変化 じ , 500°C DEO PIATC, BALE 
SAG CR 2 - NHL EV i Zar 
GEERT RT So 
5) *450°C ~ 500°C 附近 で 黄銅 鉄 及び キ 
= SSB IC HERES © BALD S o> 
と な る 。 し か じ な が ら 本 実験 は 決し て 完了 し 
た わけ で は な さく, SRBC , 
Eig. 8. Pyrite (Py) pro- 4) * 2 —-SSMEH OBA 


) 
duced by dissociation of b) a)ic LOCHERA Nie HVAKO HATHA 
cubanite (Cb) at 500°C 


_for 5 hours. Cp, invaded と その 組織 ; 
. chalcopyrite. x 250. c) 塊状 キ . — Sk SM SK 2 SANTA AY 
の 離 深 現象 


d) FEPMGKMOF 。 — SOB : . 
SO RESRLEO MIRE Oi. ME EEORR DO ROT EKILBAS 
様 に 思う 。 

1) キ 。=- べ バ 鉄 の 分 解 に よる 磁 硫 銅鉱 の 生成 は 認め られ な い (Borchert 
DEER L OME) . 

2) * . — SEE SEBO RO AR LE (t Schwartz 及び Merwin 一 
Rombard の それ より か な り 高 い 値 が 予想 され る 。 

3) も し 極め て 長期 間 一 地質 学 的 時 間 一 の 加熱 が 可能 で ある な ら ば , 2) 
の 値 % 固 深化 開始 の 温度 た る 350°C 附近 に 落着 くく 可能 性 が ある 。 

以上 は 単純 な 条件 下 の 実 験 結果 で , と の 値 は な 1) 圧力 の 影 絡 』 2) HAS 
た は 熟 水 条件 , 3) 溶質 鉄 物 と 深 媒 鉱物 と の 量 的 比率 , 4) 不純 物 の 存在 等 . 
に よ ょ つて か が かなり 卒 化 する と 考 を られ る 。 MIC, と この 値 を 直ちに 地質 学 箇 温 
度 計 と し て , - 条 件 の 複雑 な 自然 界 に 適用 する と と は 危険 で , DiC Lag! 
床 生成 時 の 講和 人 条 件 を 加味 し た 補正 や , 目的 鉱物 韻 の 状態 図 を 作製 し を 上 で 
の 成分 上 の 吟味 等 を 加 を た 上 で な けれ ば 地質 学 交 温 度 計 と し て の 探 用 は 認 
め 難 いい 9。 ; 

yey Ae - WV PAO PSS Fe 2 NS URED = * = ae : 

oA RWIICE LB O — NECA I 0 E NICHGASL Cal 
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1) SAREE: HNePSE, 59, 1-14, 1953. 
2) 出来 れ ば 鉄 床 生成 時 と 同一 條 件 で 実験 を 行なえ 々 ば よい の で ある が , と れ は 不可 能 ! 
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B ie aR BN 7 59 
< 大 峰 鏡 山 族 鋼 鏡 石 の 形成 に つい て * 
; | (岩手 県 大 峰 人 鉄山 産 鍋 鉄 石 の 研究 IV) 


On the Formation of Copper Ores from ‘the Omine Mine. 
(Studies of the Copper Ores from the Omine Mine, Iwate Prefecture IV) 


AT) igre eae (Tsunehiko Takeuchi) » 
i AR 3 彦 *** (Asahiko. Sugaki) 
RS 部 松 夫 ** (Matsuo Nambu) 


Abstract : It is possible to determine the paragenesis of the nine 
ore minerals and eleven skarn or gangue minerals in the deposit of 
Omine mine by microscopic examination. On the other hand, there are © 
at least eleven kinds of unmixing intergrowth found in the metallic 
minerals, as has been reported previously: The unmixing temperature 
of them is known only in a few cases of them.- Hereunder, the order of . 
the 11 unmixing intergrowths, is assumed by introducing some hypotheses 
on unmixing, and combining the results with the paragenesis of the ore 
minerals determined by microscopic examination, in order to untavel 
the process of growth of the ores. However, there are as yet some details 
which require further research. 


1 ¥°R BOS 

SABO D thE a OD, SOIT HUIAR e RET SC Le AO 
TERE & INS EOD UBF CHS TEDB, TERS § PHEMRRS 
tl, RES ML VAAN SNODS4>.RLCHSORECRMRA- 
長 一 短 が あり , 適用 範囲 る 制限 を 受け る た め , ある 特定 の 一 方 法 の み に 依 
存する と と は 困難 で , と れ 等 講 方 法 の 併 用 が 望ま れる 。 

地質 温 庶 計 と し て の 離 溶 温度 法 は 古 で か ら 注 証 せ ら 必 これ まで も 多く ぐ の 
研究 が 行わ れ そ 来 た が , 他 の 方 法 と 同様 に 完成 され た 方 法 と は 云い 上 難く, 
再 検討 を 要する 問題 が 上 散 く な い 。 し か し 本 法 は 他 の 方 法 に 較べ て 適用 性 が 
HBMIK<, 上 征 つ 一 般 で は 注目 する 離 次 共生 体 と と れ に 随伴 す る 他 旬 物 と 
DEBATE CH Bich, 庫 出 順序 の より 詳細 な 追跡 が 可能 で ある と いう 
特徴 を 有する こと と が から , 今後 の 研究 発展 が 強く 期待 る され で いる 3' 

AMS GM OGIGL A let BFK Cult 7e Hn & SRO MATAR RL Cn B 
OC, CORICBALWACP RECOM CHBLKGRE RET So 


* Sy 2- SCOKROWE II1 MAMRRA DE 154 ¢ 
*% sre ROM RUIZET 
*** FER EO RES ie vie isi ' 


a +t ra ; ey Seas 
3 . pare PR BAS 


60 2 En RS A Be 


| 2 BESS Beeps 
DER S DHS SBEIC, HBOS -CRRIC -CRTEE 
BEES 2BG8, RAMMED OMMLORS & VSL elt HHL, Ye 
HEC ECT <S1C TNS EBL CORR ORE AT, Rabe smiRanMD 
RRL EO OMT SOME 2, METH DAMM 


。 の 純化 が 行わ れる 。 


CRUNCH ALS 2S OE OM RCH ATI, それ 等 に つい て 
MUCK ORAST HRA Zo 

(1) 2 Sioa ACMA RB Asi Ro, 然 る そ の 温度 に よる VERE 
の 差 が 大 きい こと と 。 CA HESBBL L FEDRM 2 CMT 3 Ow (LALO IRAE 
前者 が 大 で 後者 が 小 で ある 。 GEOL, FIRE RCRBEDEL ICS OM 
深雪 物 が 見 られ る が HBG, RGR CNS 2 imate 


SEES, HORUS SERMON DACH 20-6, cdma Mes 


ERS ASE x Ae BRAOGRHLA MCR り 。 ftL Ty BAS 
ee LU CibllL POMBE 2 HRC HO SRPE OEIC Fo, Big 
度 の 過度 急 思 だ ある 程度 大 で ある と と も 当然 の 必要 条件 で ある 。 

(2) © RODD CER OMA 5 AML Re ko 一 2 狼 物 が 周 休 に 所 
CREP CH O0-Batk, 状態 図 を 作製 し た けれ ば 不明 で ある 。 4 
WROBEEBL SL, CR BE CAC IEE AF 2. aoe 
OTC COMES Bec OWED L) CH Zc RHEL, HosR 
EEA HH CES LBA CMEVOG, COMBE SCR 
Ct REM OREEACH 3. COTICIED, WukeIC Syme age 
ATER BRASS 2 BIZ 。 . : 

(3) _ AOU SRD CD 3 ek. Hic Cu FES Ri Hypo 


RK の 210 Rai Piaeael eager 


BUNT SS, BT.2 16 BL WeIEAL & RECS OREO Bo 2. 
(4) PAPER BOR C2. — 急冷 すれ ば MME 示さ な いこ と とら 
7 作ら れ て いる と と る で ある 。 MORTAR TEMURIC b 2 所 本 
つる 半年 休 と 突 験 は (1) 組織 の 成因 を 確 め る と と (2) SERIA atie Im 
する と こと の 2" つ の 目的 で 行わ れ な を 。 CO の 場合 共に 友 分 目的 を 
や と な はい 能 い 事情 だ ある 。 独 米 行 わが 


場合 は 実験 の 困難 性 が ら TAR Be AS oH 1c eB て 組織 を 消し , BAL CE 


1) Bot LOO SRR OM ORRC, ako TI, Sey 
Heme Reo, Sines Bic cRERME RR Zo Lisa t 
TARE, READE : EWR, 6 (1951); 47—54) . 


RR een 61, 


SOMMERS FT 2, 4 aa CAMERA + 
じ 得 る 可能 性 を 示し た まで いい, 離 落 に よる 産物 で ある と の 証明 に は な ら な 
Wo 叉 地質 温度 計 に E つ いて いう な ら ば , BLS ARR, その 共生 体 が 


WR EAU RMS CREE FED, 溶質 , 溶 尋 , ガス 相 等 ) で , 低温 よ 
り 高 時 に 充分 時 間 を か は け て 加熱 し , 完全 に 固溶体 を 作る 温度 ( 離 深 温度 ) 


を 求め れ ば , その 共生 体 は 離 深 温 度 以 上 か ら 卓 出し た と と は 明か と な る 。 


SL ERORER CIR (1) 天然 の 神 囲 気 と 全く 異な る と と (2) 自然 に 於 け 、 


る 冷却 時 間 を 再現 し 得 な いと と の 2 つの 理由 で , NEC RO 7 PEPE Tk BE 
その まい 天 然 の 場合 に 応用 する と と は 出来 な い 。 


か いる 意味 で 部 深 及 び 離 深 温度 を 正確 に 調べ る に は LOROVELE 


Nasi LALALRARA CROAK SRV. ALGAE YOR 
囲 気 は 殆 ん ど 不 明 で , 再現 する と と は 不可 8 BE に に 近く, 加え て 硫化 鉄 物 は ーー 


HICK RUE, 容易 に 熱 解離 を 起 し , 合金 の 平衡 を 求め る 場合 の 如く 


簡単 に 求 ま ら な いと いう 難点 が ある ろ 。 


3 大峰 鏡山 産 銅 鏡石 の 形成 に つい て 


A 


=} 


と と の 証明 は 出来 な ト が , BEA CAEL FE SHARES ER CHED, 願 復 鏡 下 | 


で その 組織 の 起り 得る 講 成 因 を 比較 検討 し , 冶金 や 従来 の 旬 石 研究 ょ Dk 
納 き され た 離 浴 に 関す る 基準 を 参照 すれ ば , BHAICL SLT ZORELE 
当 で ある 様 な 場合 に 度々 逢 着 する 。 また 実験 で 求め た 離 落 温度 を , 天然 の 
場合 に その ま ょ ゝ 応用 する と と は 団 難 で あり , 生成 条件 の 差異 て に ょ つて 産地 
毎 に 温度 差 が ある と と る も 容易 に 予想 され る が , KRICHS 2 AMARA Re 
る 程度 よく 類似 し て いる 場合 が 多く , か ふる る の に つい て 求め た を 離 深 温度 
は 度々 よく 一 致す る 。 従 つて WBA ANC EICL, 試料 の 類似 性 
(CRAZE, 実験 で 求め た 離 深 温度 を 上 品 出 順序 の 推定 に 役立た せる と 
と は , さして 無 虹 で な いと 思わ れる 。 

以上 の 様 な 見 地 よ り 大 峯 鉱 山 産 の 形成 過程 を 追跡 する が , と の た を ため % ぬ に 役 
次 の E3020E あ る 6 

(1) 頭 徴 鏡 下 に 鉱石 の 構成 鉱物 の 上 品 出 順序 を 決め る と と 


1) . 他 に 交 代 作用 , 鉄 物 の 純化 に 笠 ぅ 他 伝 物 の 入出 , 超 題 叙 鏡 的 介在 物 の 集合 等 に 
よる 場合 も 考え 得る 。 叉 封 管 中 で 固 枚 休 を な さ な く て も, 自然 の 雰 園 気 で 固 芝 


体 を な す 可 能 隆 る も ある 。 
2) Schwartz, G. M.: Econ. Geol., 37 (1942), 345—364. 


3) HARE, 南部 松 夫 , FRBS + HH, 58 (1952), 262. 


AU SRIC BA Cat Fe On ¢ DIPAERIC LOC, 厳 窓 に 離 深 に よる 共生 で ある 


i 
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(2) WARMLY DIST EME 3 ce 

(3) 実験 で 求め られ た を 離 溶 温度 を 参考 に する と と 
先 づ 鉱石 の 構成 鉄 物 を 芯 微 鏡 下 に 決め て それ 等 の 上 唱 出 順序 を 決め る と 第 
図 の 加 ぐ で ある 。 wic HI $8 CUS BA ROMS OUIABL Pome 
] BOMRBRE BIT 2LR 
Ohi ¢ © ある So 


LN SAH ch OSE ORE 

YAGLAD D BEVEIIB Fe Id RGR 
| BIEORRAL, REO CEES 
HENS, +2 — AGO CHE 
VAL. Wic PIRSA OR 
HID DBRAT So 

(2) +a-AM#AOA 
FEC G1.) O REVS BF (LESS, 
ReMt KG, TREE = VY TAG, 
DAA PFROIRCHA6 

(3) Re HEEB AGIAL 
| OH = VY TGAS BRAL, 

IN As x ¥ 
LR AU LPESR OR AIC IAD S BNO He NS 
出 順 序 rt BE DO She 

Sh, WR EEEL DICH L Feo ‘ 

以上 で は 11 MORRAIRY ISIC ARRKD CHS. S38 1 図 の 品 出 順 
序 と (1) っ (4) の 事実 を 比較 検討 する と 両者 は 無関係 で な くし て ある 衝 の 
因果 関係 が ある と と に 気がつく , 即ち 次 の 3 項 が 帰納 され る 様 に 思わ れる 。 

(a) 2 鉱物 が 夫々 他 の 一 方 を 離 浩 讐 物 と する 場合 は 早期 品 出 人 狼 物 中 の 
も ゃ の が 早期 に 離 次 する 。 ( 例 う 黄銅 鉄 は 第 1 図 よ り 概ね 早期 品 出す る の で , 
BUS Gh bY り キ ュー バ 鉄 が が 離 流し , YRIC #2 — NBEE TSM PEAT 2 5 

PIA hae EEO RCA ABER OFT 2130 MR 
yh ET AL Sd ORL RR ASIC ICH RR ILBo CAN) SRM GL & FF  — NGO A 
ne : a 1 図 より 前 者 が 早期 で ある の で , BHSKHO 3 種 の 離 深 鉱物 は 
キテ ー パ 鉱 中 の 4 種 よ り も 一 般 に 早期 に 離 深 が は いま る 。 

(<) 或 る 録 物 中 に 数 種 の 離 深 DDD ETES SBE, 40 BRIBE ie Ys 
INDO RO EIEICTE 59 CY > — AKO 4 種 の 離 溶 順 は 第 1 図 
の 上品 出 順に 従 つ て , EASES, 磁 硫 鉄 鉄 , 硫 鉄 = 2G, Ww 4 az SH, 
の 順に 離 深 が は じ を まる 。 
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AL LA MMREL CHIEF SOCIE CL, か いる 一 般 的 傾向 が 
認め られ る と いう 5 意味 で ある 。 換言 すれ ば 離 溶 順序 が 鉄 石 録 物 の 唱 出 順序 
CLOCKS (WEEN SCLERT LOT, COCLEMREN CHS 
様 に 思わ れる 。 と いで 注意 し な けれ ば な ら な い の は , SMOMMMA— 
回 で , 然 も 重複 し な い 場 合 は 問題 な い が , 然 ら ざる 場合 は , ERHMLK 
p, 実際 問題 と し て 判定 に 苦し む 場合 が 超 る 。 と の 意味 で (a) b) (の 
例証 は あま り 適 当 で は な い 。 然 し か いる 場合 で も , 或 鉄 物 に 注 貞 すれ ば , ~ 
第 1 図 の 如き も の か ら , 他 鉱 物 と の 共存 関係 を 吟味 する と と に ょ つて , そ 
A Saha gle peng OU eee Rati 6 
(a) (b) (c) WRIETS LOL BHM Fo Hic COBASM ASML KB, 
HOWE, 圧力 等 の 上 昇 す る と と が な か つた を と と を 確か め る 必要 が ある が , 
KAOBS IAD: ( OMEZBREBZI ( COHDRMT 2S CLES, 

以上 の と と が も し 成立 する と すれ ば , 11 種 OF EURLAR  BEPAIIC 次 の 
如く 名 列 す る と と が 出来 る 。 : 

; ‘oe 1 表 Ales RS Bad SATE 


nee e | mms C! a. | AER, sc 


300~900 | BasReKHHO yaLkmMgeeK | R.L. Hewitt) 


Sh Gh RAK 


350-4 srt’ Pet, 

470~480 HGRoKrH OD IY BARRO aK 中 野 S 8) 
Bi GA ok —PSEEa : 

425~450 ; oe near sh 

450 HRA OMERTIE HAR (GM. Schwartz9) 

BiSAak—*> = ー NK | ギニュー 人 飲 J 

350+ ? Wy 8 OK we =) 
6 7 Glee GOED WTI 
pntekat—wiat= | aps 450 | MOET ONES | oT tewite® 
hes VY AYR = Y 7 7 OK 


| 350~400 BRE oOxM e728 IN.W. Buergerl®) | 
eno or — ae Sh) Dr 
Baer 350~409 EBSA GK aR, LU. 701) 


em 


5); Hewitt, R. D.: Ecot. Geol., 33 (1938), 305—335. 

6) BRIBE, LRT 徳 載 : 地質 , 58 (1952), 247—248. 

7) 中 野 長 俊 : Hye, 18 (1937), 167—150. 

8) Schwartz, oe M. : Econ. Geol., 37 (1942), 345—364. 
~9) 7B : BHR. 37 (1953). 

10). Buerger, N. W.: Am. Min., 19 (1934), 525—530. 

11) Sugaki, A., Yamae N.: Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser. III.; Vol.4, » No.2 

(1952), 103110. 


64 : “4 UE in OK ES BE 


(1) BESS OE BER Tb bea eK RRL 

(2) BESSA BY PIRSA Sk 

(3) BENS O MK THBP = — NGL 

(4) +2 —AGLHO HOR VBR RL 

(5) #2— Eh POPick bBse A RHR 

(6) #2 = -SGk HOME HAR TE Woe = Y Gh 
(7) キキ ー バ 鉱 中 の 豚 状 乃至 葉 片 状 ヴ イィ オラ 鉄 

(8) Bega OMB = 7 7 AG 
(9) RARER PO HAPS aE BK 

(10) PORES ak ep OR pe Bd a 

(11) BORE SH SE ORE ERSLAELA 

と の 配列 は (b) に 重点 を 置き (<) を 次 に 置き , cHORMCRALe 
いて いな い 。 。 

台 つ て 上 記 の 中 で 従来 加熱 実験 に より 得 ら れ た 固溶体 形成 温度 の 中 重 な 
る も ゃ の は 第 1 ROW) CHS. KK の 共生 体 の 中 の 一 部 に つい て は 他 に 
‘Merwin-Lombard,”) H. Borchert 3) SO f32 2H AAS, MBA ROR 
ERAS BK SOCHBL Feo PEEAG MRSA A OUR EBB ADSAV 
の は , {LOBE & EMG A OMIA CHZOC, MOSES 
に 重 る た めで ある 。 本 鉄山 に 見 られ る 如き る の な ら ば , WORE BCH 
VEHICKEZE CHS. 第 1 表 と 11 MOBAMMMM Lt, 全く 別 
な 立場 か ら 求 め ら れ た も の で ある が , 大 き な 了 矛盾 は 見 られ な い 。 こ と の こと と 
は (a) (b) (<) の 仮定 が 次 当 な る も の で ある と と を 思わ せる 。 

従 つ て , 第 1 図 と 第 1 REMSvescctickyv, RESKOBRBS 
そる 程度 明 隙 に な り , 第 1 表 に ょ る 温度 序列 に , BRAVE BE RIO 共生 体 を 
VALAIS SCE LOC, それ ら の 大 体 の 温度 範囲 を 推定 する と と る も 
PPL Fo 


2 約 


大 峰 鉱山 産 鋼 鉄 石 に 見 られ る 複合 離 薄 組織 より , 単独 組織 の 離 溶 順 を 定 
あぁ , RAIDS Ash MO in HIBNC SAC AIS ES REE MAL TC, 11 
CRLARLARO© BEVAIIR & HEEL, T HDSGESRSSEROYIC SR BC SEL 
大 き な 矛 盾 を きた さ な い こと と を 述べ , BICHE ORD EM ASMOM HIE 
序 と 組合 せる と と に よ ょ つて 康 石 の 形成 過程 が ある 得 鹿 明か に な る と と を 未 


12) Merwin, H. E., Rombard, R. H. : Econ. Geol., 32 (1937), 203—284. 
13) Borchert, H. : Chem. d. Erde, 9 (1934), 145—172. 
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tea ad | 
然し な が ら (a) (b) (c) の 成立 態 囲 と 相関 性 が 明 捧 で な に い の で , 今後 の 
検討 に より , 改め る 点 る 小 く な いと と が 予想 えれ る 。 
本 研究 OBESE PETE CRE LEG L CHRERT 
14) 最近 A. B. Edwards yeqo Gir GeO IWBL AL. H(LaKOK O 


SSIIEEFE & SHE の 間 に 或 種 の 関係 が 存在 する こと を 指摘 し て いる 
(Edwards, A. B. : C.A. 46 (1952), 8577., BREA SLO COAICE 


BLEREMO CSD CRMIRBO CHET So 


cabs s(t SABA KE ORR (403) 
A eA Peg EB Ie AREA Oh AE 


A study of the Coal Sedimentation in the Jéban Coal Field. (3) 
Subsurface structure of the southern margin of the 
Joban Coal Field. 


72 7G 4 #* (Motoki Eguchi) 
Be 木 和 一 * (Shunichi Suzuki) 


Abstract: Until 1951, environs of the Kawaziri station of the Jéban 
line were thought to be the southern margin of the coal field. In the 
present paper the writers have proved that the southern extension of the 
coal seams and the coal bearing formations is not only extended in the 
environs of Ogitsu station but may be spreaded even to Hitachi city, 
Ibaraki Prefecture. 


The Shiramizu group in the mapping area is directly overlain by the 
Taga group with marked clino-unconformity and its outcrop is observed 
at Iwamoto. Moreover, the well drilled lately by C. E. A. C near Ogitsu- 
hama also shows the full development of the Shiramizu group excepting 
the Shirasaka shale formation under the Taga group. 
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1 € 
PES He MEE IDR BD つて 南限 と され , AKAD KEBLE 
津川 ( 十 斑 川 ) の 線 を 境 と し て それ 以 南 に は 存在 せ ぬ か , 或いは 非常 な 深 
所 に 存在 する と 療 を られ て いい たり 。 (木下 亀城 *′ は 昭和 10 年 助川 図 幅 に 
HAW RORE BMI KEROLOLEL CREEL TK 40) CORRE 


* 東北 大 学 工学 部 鉱山 工学 科 
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CRAOMRLCRL. SREHE OREBEMERA ESO 
RUST ILO BAC kD PALE TI O7eR 結果 , ERD BME BETA る 議事 
を 発見 し , 炭田 の 南限 は さら に 南方 に 伸び る と と を 確認 じ cee 
方 通産 省 C ビ EAC 平 分 i i ee 
RO 
ICH) fetes SHRP ICS Mo : 
ASHAICWEL & ¢ (CRRA RVE TA ILI WE EB AIC 
助 さ れ を た 他 , IbnE MOET OM OLIN AH L SRORGEARA TS B 
由 に 利用 させ て 頂い た 。 地 形 図 は 平 右 炭 事 務 所 より 貸与 せら れ た も の を 用 
い , その 他 CE AC 平 分 科 会 は 多大 の 援助 を 与え られ た 。 化石 の 鑑定 は 
東北 大 学 理学 部 鎌田 泰 導 氏 に よ ょ る も の で ある 。 を また 野外 作業 に は 当 学科 庄 
司 力 偉 助 教 控 並 びに 学生 松岡 永 知 君 と 協力 を 得 た 。 と ゝ に 各 関 係 者 に 深 慕 
i SABE LENG 


2 Hee 


Abit BAER LoD TIAA RE CE BA, つて 徳永 重 康 やり 
ARAMA PARR REL et OIC-ET So 


3 訂 序 
ALCS SAE RA ° BSR BOR ICS ADL 5 So 
AE ARI A BR BEDE RAO CLE TEMA CD So 


第 | 層 序 (mw) Hwa 
pa eR =) ar NR ee tite at OAS OE Erato Oo 3 : 
1 
itd | Be RE PEE RISE とる 5 
I Bie Mees ad cy oo ee a AES Me ee eG SRNR SOA) kre Sa yic 
= | 碁石 浦 砂岩 必 is 
1 nee ト Beak ) 7 A AOI 0 Se RAN 12 
ee a nia a ee et RE SOI 05 eee 11 
ie) i 1 OBO) SOB Be... -. AQ 50 ca cle a 10 
ot 9g, eons RMA ae... 8. SOTO Aare cece 
! cbt Naseer ct As hg Nr ar hc SS TAMER SS oe 8 
Ea Bose \ a abigail SR ieee 
Ro) | Be We Ret J SHR CHR IRENE TR BF FICE As 
iB 2 Gb tig Ge ra DC oral tone tapes ain O Oe reee eget 
les Fel Fed) imp GIS) Ve csr oee at Mien tee one 90 Ot 6 
El 宗 EK Se tt NE ee Or elie MCS 5 
世 に 6 40~60...... 4 
PR pe iting WE fe we 0 OR Se 3 
NI 不 ee ~~ A 
Ke eg {aR FTI « iis ele ioonsi sae goressd ManaNe eye seperate 2 


Vit Boe Pee ee Beal 


Sil ins ice 
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第 三奈 は SEDKBRES SBR L DID. peestyA 
地域 に な み ら れ る 湯 長 谷 層 群 と 白土 計 群 は 欠け て お 


Ds ERB ER ANE OIC cree oe 


(EWA 
SE) EE ORE I — gic iar oo 


へ の 細分 は 試 凶 と 野外 調査 の 資料 に より EE 


に 最も 表現 し ゃ すい 単位 に 細分 し だ 。 各 細分 せる 


地層 名 は 仮り に 本 調査 区 域内 の 地名 を 附 し た も の 


で , と れ は 現場 で の 実用 を 主 と し た た めで ある 。 


gi ok BE 


と れ は 第 上 ci a に お いて 記 輝 し た 
如く ぐ ;, Seliger « eA Sue Tb REL & 


ices i Us enue ae 


岩層 を 億 な た る の で ある 。 BAWHERO AKA 
岩層 は 白水 選 群 の 海 成 相 の 大 答 加 計 を 構成 し 』 前 
ls PHA RICIE SD MRO ERM Ae 
Bh, BRLCVE DMEF SARE CHS. 
Sieh Ci: FRBTIC MATHESIC RDS の 
で , HUZEIC (DHE IRR OA TEL AW elt 1h 
URE BEI ARAB PICKET 30 

#2) | FRBE LE OY) の 観点 より 下 か ら 次 
の 如く 細分 し た 。 磯 原町 附近 の 細分 と の 比較 は 調 
査 完了 の 際 に 行う と と と する 。 


J 厚 (m) 
Be ti Hel Mt 0~30 
I ace 40~60 
Aor 55 
Ce ae 20 
SY 60 


黒磯 答 廻 選 は 本 地域 の 主要 炭 層 を 含み , TRA 
水 赤 炭 層 と され た を 部 分 に 相当 し , Se EER a 不 整 
FICHE o 第 3 Ric mOoT iM. BOG e 


ema 


2005 


M05 


第 1B 模式 柱状 図 


(地層 の 番 宮 は 地質 図 の 


番号 の 同じ ) 


念 み , B® EDRTLO TELE BE IETS 3 0 EMO AEA BIC 
ZL VMS DCN OMPREIC HE VEE HEL Cv So 
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第 2 図 地質 断面 図 


1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
ae aah ce] we 
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第 3 SORBATE HEL MAE + OBER RT RD 


SMO FNBS LATICES DSR, EMI ASTI 
被 つ て いる 。 第 3 図 に や いて 1~4 は 黒磯 及び 川上 部 落 附 近 の 露頭 部 の 
柱状 図 で で , 5~10 tHiAROMHIC LORE OT, FARE iH BELO 


ji 
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SMI b OF EL e BRL ER EO BB At Hh RE DIE IC HRT So 
J) Eins ek BA — -Diifs HAE CIE Vo PARLE Ze LALO FY a5 & OTC RIAIC 


Ey ERICUARE LAT SERS So HMOML ARO RSL VR 


0 Clt ARS ISIE RC, HETCIVE ROTH So 

ABMS L 3~4 の 輪廻 層 を ふく み , K*OLMCMRELAT So 
し か し 各 炭 層 は 連続 性 を 欠き , ABE KARAARICHEEDZHN So A 
相 変 化 の 者 し い 惣 廻 居 で 附近 の 現場 で 広 部 層 と 稀 さ れる 部 分 を 合 む 。 そ の 
下 度 部 と にし ば し ば Mytilus ogawaensis' や Ostrea sp. を 含む 化石 床 を 
: 有 する 。 

高田 輪廻 居 は ふつ うに 二 つ の 答 廻 悦 よ りな り , いづ れる ゃ る 厚い 砂岩 計 で 始 
まり , ZOKMAtS/\MeC Mytilus ogawaensis 及び Ostrea sp. を 
含む 化石 床 が 発達 し て いる 。 下部 の 輪廻 庄 に は し ば し ば 薄 炭 層 を 爽 む 。 

EGE It 4 COMBE ESR, その 中 2~3 の 上 方 に は し ば し ば 
WRB cit RHA BERD, 2 つ の 和 輸 廻 層 の 下部 の 砂岩 に Ostrea sp. 
を 主 と す る 化 右 床 が 発達 する 。 i 

BAI Bi euReLAe 2 & MICH ROAM E EL, ELI Ee HD 
Fs CHEE VME BORE BD tho TH & & BRIBES FIC REEL CHE IC 
(LLG a aR agile Mea AS ae 

Be eS. Cs RA Ae BE Ver Oe Sa 


ZU H 


と れ に 関し て は 従来 多く の 研究 0997899) が ある が 未だ 異論 が 多い ト 。 こ と 
て に 多賀 層 群 と し た の は 茨 a ム く 分布 する 新 第 三 系 の 上 部 の 
地層 群 で , 紺野 芳雄 9 が 常 毅 炭 田 第 5 区 で 多賀 統 と し た も の に 相当 する 。 
細分 に対する 地層 名 は 第 二 報 の 磯原 町 附 遊 に 用 いた る の に 従う べき で ある 
DS, 未だ 細分 せる も の の 対比 が 完全 に 行い 得 ぬ た を め 仮 り に 次 の 如く 命名 し 
Tei PED 


| fave (mn 
EI SMM « 3 (AC, biowe a tay Ethane do eg he ootRlamehe hee 


( (ik BRAC ET EER 50~70 
+ EIR EK EEE 40~50 
epee cae 50~75 


小 具 フ 浜 北 放 質 泥 岩 部 層 40 
苺 石浦 砂岩 悦 RR End 20 


i we Ie. 180~235m 


ee ve Oey 


i ri ; 
AVBEEE GATES ICR, BEL CAIRADB E Die 0 HNIC HES 
ERE LE CHARM CHM BL AOCS THOR RAMI 
Asch * EE RB LOD, CHICA SUCECRHEA CE 
ABECH 5. MMIAE BAR CE RARE ELT S. ABR ODA 
態 な 一 様 で な く , MOWICEMEL COS > MUERICHE * RHE DTD Lh 
b, MERLE MUSA CLBHS. LA CRKAWHE hk DUE 
に 莉 移 する 。 本 砂岩 必 は 南方 に 向 つ て 厚 さ を 増し , BIROIA CAEL & 
BALM, 横 に 凝 克 質 泥岩 に 移 化 する る の と 療 を られ る 。 BRS 1 = 
試 氏 で は 厚 さ 約 36m CHB a a CRED As 5~6m OBA 
層 を な し て お ちり , FROMAWEHICRAML at. (bam LLCs 
量 に 含ま れる が , GERICHEZ AY ory <, Chlamys sp., Glycymeris sp. 
Lama goliath Sow.. Balanus sp. を 得 を 。 : 


i wf BF 

磯原 町 附近 で BRWH ABELLA LOE VHYTSELOL BAB 
MPEP ED BE REFS KIC)AWAAALLRELOOMERTHS E 
LL CRK BRB Din DWV WHEBHORE Rt. 調査 区 域内 で , 3B 
状 無言 理 の 泥岩 の 部 分 と , WAHORSOZVCBAIC LOCH OOM ICH 
分 し た 。 本 選 中 の 砂岩 は レン ズ 状 に 天 ま れる の で , 上 記 の 細分 は 広い 地域 
に に 豆 つ て 追跡 ずる と と は 困難 が と 思わ れる 。 最 下部 の 陣屋 潤 放 質 泥 岩 三 岩 
Bit PUD BEWARE k DRKAWALE CHT SLTCAL, pen 
FELIEBORIBELMACHIETAZECARBH SZ. JWR AUER ARIE 
その 上 部 た 約 25m ORK BKAWHO 評 層 が あり , JILO ze 
mec k (SETS. LL BAC IOMT 2 CDRP OR RARE 
VER * WRORIFICAIEL TV So : Sh 

BABE EC CRAG RACBEASICEL CHD, CIDA * VEATIS 
部 た 著 る し くし レ ば と ば 不 整 合 と 誤認 よれ や すし と 。 こ と の 系 交 廊 理 に ゃ 種々 
CUBA DNS. 走向 “傾斜 の 急変 する と とろ は , BA ARBHICL>AB 
PCHSo (REISE CHAE S HE DNCBLIKIC IB AI th ab 2 BER EE 
JEBRREMCHOS. THEORAIAHRYO Wed: 6 KS oA CH 
る 9 . % 

化 右 は 一 般 に ZL eS, 泥岩 中 に は Sagarites sp. が 豊富 に 含ま れる 。 
砂岩 は し ば し ば 局部 的 に 石 次 質 監 硬 砂 岩 に 発達 し , ART ORT KO 
骨 う を 含む 。 例 を ば 川 亡 * 小 木津 駅 間 の 鉄道 線路 切 取 面 及び 川尻 北方 約 500 


: ‘ 
| : ; » Sel ii 
t 


ER aa 
rl [ 1 ies ; siege ae 
72 - HRBwMBEKRSAR : 


m Oe) (EEC, Acila sp., Patinopecten sp., Cardium sp., Thy- 
asira sp., Portlandia lischkei Smith, 等 の 化石 を 得 た を 。 泥岩 中 に は 石 次 
質 団塊 を 含み , 列 状 に 排 兄 する も の が 発達 し て ARAVBO band を 形 
成す る と と が ある 。 

BARD ale 

CHIASZRBBRORERBE SH, HRICE UR Ey BREE 
CER GE Tc LELO BREAD BORD MARNISURIC REN, ZNABL HE 
327 4422287 A(LAREBRKL, と くに Lucinoma acutilineata 
(Conrad) を 豊富 に 含む 。 BRM ORM SBICHYT 44OLK 
われ る 。 : ot : 
其 石 浦 で は 小 具 の 浜 江 次 質 泥岩 部 層 を 終 に 切 つ て 一見 不 整 合 の 如く 重 る 。 
CR ERLE RC 
下 想 田 海 挫 で は 下位 の 泥岩 より 刻 層 状態 を 経て 移り , HE KR ails 
質 堅 硬 砂 pag: Llkvey AKiCAcS CH), 暗礁 を 形成 する 部 分 は 
れ が と くに 発達 し て いる 。 ま た 砂岩 中 に 春 岩 る 含ま れ , a 
ee ee 

o PMO CCB RLU LOB) FRG LBZ, tkKER 

a SSBRAAS RACE OREL ROT VOL BDNS. SHB 

fe Cit Cardium sp., Lima goliath Sow., Protothaca sp., Natica sp., 
の 上 呉 化 石 の 他 , Trochocyathus, Balanophyllia SoOM{AHIEWE Sa, 
Carcharodon megalodon, Balanus 及び tHeyPEO: ALES RICHEST SZ, ・ 


BOX 標高 30~40m に 発達 する 平坦 な 海岸 段丘 面 を 砂 春 層 aw 
5m) と その 上 の 本 ー ム 層 が 被 い , 控 津 川 そ の 他 の 東 流す る 各 河 川 の 流域 に 
VATS RELI PSH So ; 


4th Ae 

FEAR GD ACHE & RIE D ARAEHKRE L OBA 

B4 図 CWARRAO MICE ZHAN RORHOEHCHVTIER 
CREA TEAL OBR CHK LHVEL LC, BB 20m で 表 
し て いる 。 COM CERAM REAR Bb DOD, Nichonamae 
Living 9 ig Ric 18 HARRI Core, IEAM 
の 原 地 形 を 表す た め に は , と れ を 原 位置 に と 復 る ね ね ば な ら な いひ が, 谷 の 部 分 
VE DNHE, FER ees CHIC KF OBB FLAT ZL Cnr 
と 内 層 堆積 の 関係 を 明か に し うる 。 第 3 図 に も 示 め し た 如く MUBeTE 
De FRE AERO MEIC, Fe eC BSL OAREDS DH os 
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ee ee ee ee 
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‘ 4 Ree OTe TOM Tere RO 
走向 及び 傾斜 も 局部 的 に 変化 に 富む が その 影 線 は 上 部 に 至る IC AE oath ey 
VCS. BOM MCE 炭 計 が 膨 み , ゆる い 向 伏 構 造 を 呈し て い z。 あ 


BIA BW Cid ABAVIC HIE LO HE & BICH 35° © HAC 


MED Fe WRC it RE る CS dA ee ue 17? OWAE LO. rid 
で い ぞ る 。』 と れ ら の 傾斜 な Primary dip に 加 う る 堆積 物 自 係 の 花 箇 に pte 
よる differential compaction に 起因 する も の と 老 られ る 8。 と の 問題 は 地 こ 
選 変 形 の 一 要因 と し て 外国 の 油田 地表 で 科せ られ て いる 2 が, 本 地域 は とれ 

に 関す る 研究 PICKENS CHS ROMS 第 4 図 の 等 肖 線 に 大 休 
A A 基 机 岩 の 形態 は 採 炭 方 法 に 重大 な 関係 を 有 し Cai 


MBE S EROMS BORA ee 
次 の 第 5 Mit PRRMEOKRLOS BRC DHA Hie “EW 
Bic, 各々 50m の 高 忠 で 表し て いえ 。 WPS MIRROR 
RE 両者 の 走向 は 多 少 斜 変 し , eUsIa gt 1d4~ 
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第 5 図 BOT R WO CSeRROPBA MO Tee 
BRB A~S? HICSS So 走向 は 前 者 が ほぼ 南北 に 対し , 後者 
は 北 10° 東 に まれ る 。 
_ 徳永 重 康 り は "多賀 プ ョ ッ ク は 南 の 炭田 外 の 地域 と 十 王 川沿 うほ ぼ RH 
西 性 の 構造 線 に ょ つて で 分 た れ , TENE HR LR (Gee 
Pe) 以前 に 生じ た 南沙 ちの 断層 で あり , その た め % め 多賀 層 群 な 十 王 川 を 境 と 
L CAMIC HRA Y BURT SIC BOR” LENS. し か が か し じ し な が ら 砂 沢 
LBAIC BIT STEAM PROPRIA OME © IDR EAE) Ceo 
ZRRBOSREMCIUERCH b, 全く と れ に 一 致し , その 間 に な ん ら 構 
i LOZ BDA め られ caver 小木 津 以 南 CHBES BBR DEBE {KOT 
いる 。 
第 2 図 の 断面 図 に 示 め す 如 く , 多賀 選 群 は 湯 長 谷 ・ 白 土 両 層 群 を 欠 い 
て 直接 白水 層 群 に 重 る が , 両者 の 傾斜 の 差 に より , RHEL BKBROBI 
り 残 し の 部 分 が 大 きく な つて いる 。 SRBRAKS KARE OREC L 
り , 走向 傾斜 の 急変 する と こと こる ろ る は ある が が, 名 部 層 の 分 布 状態 より みる と 
tEBtt S° AIFaCH So 
BR oC Hie Crt MEDC EER SON UE CIE) IIR OR Be BE 
え 南 北 性 西 落 の 小 断 層 と , PI BA YEO BAC At 70° 西北 落ち , 落差 


Sa ee 


« 15m COREL SHIN 214 き ぎ な い 。( 未 完 ) 
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SAR 産 磁 鐵 鏡 の 不 完 会 性 に つい て * 


On the Imperfection of Magnetite from the Kamaishi Mine, 
Iwate Prefecture, 


ry 内 常 ##** (Tsunehiko Takeuchi) 
BH 部 松 #** (Matsuo Nambu) 
和 田 成 A***(Narundo Wada) 


Abstract: A variation of magnetite with particularly good parting 
on (111) (referred to as magnetite type II hereunder) has been discovered 
in the contact metasomatic magnetite deposit of the Kamaishi Mine. 

A comparative study of this type of magnetite with the hitherto well- 
known massive magnetite (referred to as magnetite type I hereunder) is 
undertaken and has arrived at the following conclusions. 
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(1) Whereas the magnetite type I accompanies the earlier skarn 
minerals, such as diopside, hedenbergite, andradite and grossularite, 
magnetite type II occurred together with the later skarn minerals, such 
as epidote, calcite and quartz. 

(2) The two types of the magnetites are indistinguishable neither 
by reflection microscope nor by micro-chemical tests. 

(3) They both show Nik same Debye-Scherrer lines in ‘their X-ray 


_ powder photographs (Fig. 1 


(4) Their chemical as ate? are very similar, but magnetite type 
II contains a somewhat larger percentage of Fe203 than type I Tablel). 

(5) In magnetic characteristics, the coercive force is larger by mag- 
netite type II than by type I, while the magnetic saturation value is 
smaller by type II than by type T (Table 2). ; 

(6) Magnetite type II is more liable to oxidation than type I. 
This fact has been confirmed by the results of analysis of FeO/Fe20z 
obtained by heating magnetites of both types to various temperatures in 
a current of nitrogen gas with a low partial pressure of oxygen, 

From the above facts, it may be concluded that magnetite II represents 
a fluctuation of ordinary magnetite displaced to maghemite side. It is 
presumed that this Magnetite type II of later crystalization has probably 
been crystallized under an atmosphere more approximating a condition 
favorable for oxidation, 


1 if 言 


鈴 物 の 不 完 全 性 に 関す る 問題 は 最近 の 刈 物 学 に 於 ける 最も る 注目 すべ き 研 
究 分 野 の 一 つ で ある と と は 周知 の 通り で ある 。 筆者 等 は 現在 行 つ て いる 酸 


化 鉄 鉄 の 一 連 の 研究 過程 に 於 て , (Bee SEL DB Mh EATS BGR 


の 存在 を 知 つ た の で その 概要 を 報告 する 。 


2 SA MMA CORA 


釜石 鈴 山 より 産 す る 酸化 鉱 と し て 磁 鉄 鉄 , 赤 鉄鉱 , 磁 赤 鉄 鉄 (maghemite), 
WRG (武石 を 含む ) の 各種 を 挙げ る と と が 出来 る 。 とれ た を 等 の 中 砂鉄 付 
に つい て は 肉眼 的 に 次 の 3 種 に 区 別 出来 る 。 

(1) 現状 磁 鉄 鉄 : 不 規 則 小粒 結晶 の 綴 密 な 塊状 集合 体 で 量 的 に 最も る 多 
Wo HEL CHEB, AGKEICE, AGRI, 2BE PT, ERABRS, 
(lievrite) SO FAH sAA I ~ WAV ICRETEF By | 

(2) RAK GAT APR : EREDAR Rg ch iC 3eRee = AM hICH RWS 1 
cm 内 外 の 結晶 で ある 。d Ove; 0, d ORK; do の KPO 3 FES 
ERS4EOCHZ, 

(3) ZERGRAARERIGKAL + C1113 上 に 極め て 顕著 な 列 開 が 発達 し , Of 白 
FAICMRS, 魚の 集合 体 と し て 一 見 雲母 鉄 鉄 を 思わ せる 。 主 よし CRIT, 


AIRE, TE, sere MAAR Hn 
"な すこ と と が ある 。 | ae: 
Be 8 om Cl) (2)+(3) CHD, Fy 
Sie, HG, Be, MBS, (1),(2) EFAMEICHE (Bare 
3 (2) EARS b MOBLICAANVE TS (1) CBR ba の で あら ら 8 LF (1),¢ 
の 磁 鉄 鯨 の 諾 性 質 を 比較 検討 する が / ET LUA RRBR SL Ae BUBRGH I 


be OR 


Miler fig MART ONE NN 

7 what IT sei gh 下 で 色 は 次 色 , gore mL, HCI (1) 

(Epic BH ie, MAT S08, [LORE CALA TF 
2 BS LLC RD Or se | EGF CRIT STE は 
“CBS ( 
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4 化 曲 KB 


[RGR DBRT 1 ROW DC, PAIR LOAM ee, 
UPMOWMIC A. FeO と FeOs の er bee RMS LMM] 1h 1.06 ey 
Cb BICML ERE Il 2 1.03 £m), 後 閉 が 若 下 Fe,O; rich CB 


= Magnetite I wt % |  Magnetite II wt% — R 
e103 57% 506 aif ar 66.03 
i FeO 31.11 or 30.48 
Papa ips OFS Sih OG | 
MnO 0.55 cS A Re SIS EL ay 
CaO 0.86 0.86 ‘i 
MgO 0 46 0.54 
TiO, none | none { 
RO; RC 0 | 0.86 ‘ai 
Ie) tr tr | a 
P tr | tI ; 
a H20 eee uC.O8c sto fa «) 5 0002 Sapa 
Total | 99.93 , 99.98 © ; 
y 1 FeO/Fe205 | : 103 aati 
mol ratio | “ : ae 
る Tablel Chemical composition of magnetite I and JI from 4 


Kamaishi Mine (Analysed by S.Nagano) 


sh 
(es) 


BERR ESR 


と 言う と と が 出来 る リ 。 ' 


5 X#PARE 
2 種類 の 磁 鉄 鉄 の X 線 粉 末 写 真 は 第 1 図 1 及び 2 に 掲げ た 通り で 同 
— Debye-Seherrer line を 示す 。 


Fig. 1 X-ray powder photographs of magnetite I and II 


1 Magnetite 1, room temp. 2 Magnetite II, room temp. 
Magnetite T, 950°C, thr. 4 MagnetiteII, 950°C Ihr. 


5 Magnetite 1, 1000 C, Lhr. 6 Magnetite II, 1000°C, lhr. 
7 Hematite, Wagascnuin Mine, room temp. 


te i ee na 


1) 第 1 表示 され だ 如く 下 純 物 と し で の Mn, Al, Mg の 含量 は 殆 ん ど 同 量 で 
GS ACHE OMRP SO. Fett, Fett+ を 置換 し て いる と し じ で 計算 し 
こも この 傾向 は 変ら な い 。 NM 2, 3 の 別 の 試料 の 分 析 結 果 よ り I, I 共に FeO/ 


FNS 


Oh enw) REE doc he potent oe Tone 
(ERATACERROR, 


6 TK 性 
Brown se GFR LYe hysteresis curve tracer) Ick) # 2 SICH 
げた 磁気 履歴 曲線 を 求め , と これ より 抗 磁力 (He) と 秀和 磁気 (Is) を 求め 
た 結果 は 策 2 表 に 示し た 通り で ある 。 | 


Variety . Locality He (Oersted) Is (Gauss) 
Ss - + SS a 
Magnetite I | Kuriki Mine, Iwate) Pref. 28.5 Aap od 
ta | Kamaishi Mine, » » 28.5 441.3 
Magnetitell ” u wi? ’ 38.1 > i 802 6 


Table 2 Magnetic Properties of magnetite I and II. 


AFL b map ait T は 同種 類 の SRIKRRGIC ES SAR RAGA ERS 
鉄鉱 と 略 同 一 の 磁性 を 示す に 反し , WKS lit 1 ici CHAE KO 
ある が , MAMMAL LO CRPL THD. TOME DT MEME I +e 
JD BLED 1B CHAR SLONNG tii fe LC BEE IE EASE 

7 MAB R 


両者 の 精選 し た 試料 を 150 mesh 以下 に 粉砕 し, 約 0.28 を 酸素 分 圧 


ONS BRR RIC, 850~1,000°C の 温度 範囲 で 加 熟 実験 を 行 つ た 。 


市 販 の 和裕 素 て は 通常 ユー 5 % OBRIMEAL TOZOTC, THEE RH 


Magnetite I Pee II 
Cg ck yesh を ht 
Debye-Sherrer ebye-Sherret 
wei line wh % line 
850 — 0.60 magnetite — 0.63 magnetite 
900: - \ —0.73 —0 65 asian 
Magnetite- -- Magnetite -+|- 
ene 詞 0209 hematite aia? * hematite 
970 +0.20 ” +0.70 " 
1000 — +1.65 ” + 17.91 ” 


Table 3 Change of weight and Debye-Scherrer line of heated 
magnetite I and II at various temj eratures 


1) Rabe EASE em RIR BOtDR BA Lic oMNREERICRHT Do 
2) 磁 赤 鉄 鉱 の 磁 隆 り (REPRE TC HRI OAC, 飽和 磁気 が 小 で ある こと が 知 
Sy gama ’Do 
3 DI CREME) DASE IC OV CSB ZAE Ap pus WED d Zo 
ars rds ate Econ, Geol. 30 (1935), 655—66 i 
Newhouse, W.H., Glass, J. P.: Econ, Geol., 31 (1936), 6S9-—711. 
Hayase, K., Taneda,T.: Mem. Facul. Sci. & Eng. Waseda Univ.,16(1£52), 
36 一 42. RLBKAOAMIYFLE CHE EBL こ 7a DW 
CH BRB し て 別に 詳 論 する 。 


| RR Ni ; ' CN hPa ob ree 
\ 4 ‘ 4 pega 
ae ake 
a9 80 2 in wR eS | 
ie 2 RE, ve =v EERE Suk, Tae, 信司 鉛 綱 (850°C), $i 
Beas 、 任 カ ル シッ ウム 等 で 洗 源 し , 酸素 分 圧 を 約 0.2% 前 後 と し , 流量 を 80 cc/ 
ie min, 100°C /30min ORIG CHEE LFA, HR OWE RAD» 
if PEG CAC URE TEL 加熱 体 の X 線 粉末 写真 を 撮影 し た 。 
| 重量 変化 に は その 温度 に 於 ける 近 発 成 
ue 分 と 酸化 量 と の BPS REND. 両者 共 
NN 900°C 迄 は 殆ど 変化 せま , 従 つて Debye- 
eae Scherrer lire £MRAOACH AB 
_ 950°C で は 両者 共 一 部 酸化 され て , 磁 鉄 


了 
hy 
Ne 
hay 
‘Ore 
) 
“? 
ys 
A 
a 
=, 
‘i 
Tis 
on, 
a) 
“y 
Hie 
Mie 
, Fig. 2 Hysteresis curve’ ot 
magnetite I and II 
(1) Magnotite+I irom Kamaishi 
t Mine 
1 ( ” from Kuriki Mine 


> 

ac | 

(3) Magnetite-Ll from I<ama- 
ishi Mine 

1) ibRtaelc LocCR ADS 


20 


BO> PC ARPRELD line を 出現 し ,970°C 
CIB Vigiows, 1,000°C cit KG 
(HA OAD line と な る に 反 じ , と 
の 温度 で は 1 OA A RGKALO line が 
BRAG LT Bo 

KIC HEAD FeO 及び Total Fe 
を 分 析 し , FeO/Fez0Os の モル He BH 
し て 第 四 表 に 示し た 。 こ と これ 等 の 値 を 温度 
CALE CHB VETZéeB2NABon 
Do 
ae び 第 43e k b MEGS ia 900°C 
上 で 略 一 直線 区 沿う て 円 滑 に 酸化 され 
Bas, | の 方 な 970°C 頃 ま で 比較 的 酸化 
され 難い 過 程 を 辿り , 1,CO0O°C GC % fa— 
部 磁 鉄 鉄 と し て 残 在 し て いる 。 RETIN 
LLL が 結 品 構造 的 に 多少 酸化 され 易い 
太后 に 偏 倫 し て いる と 言う と こと が 出来 は 
a) A 


8 BMeiglIORZAYK 


2 種類 の 砂鉄 鉄 の 性 質 を 較べ る と 磁 鉄 
SIL (ER Clit 多少 FeO; に 富み 
BEEN FAC MARERALD CDCR 
有 し , 加熱 寅 験 で は I より 酸化 され 易 


( =~ の 場合 ロー 粒度 の 影響 は fled に な ら な い = で 


Ms Magnetite I Magnetite Ihe ' 
ST : ; ra 
Pads Fe20s | FeQ/Fe,03 Ees0 | FeO/Fe,03_ 
; re whi wt% mol ratio. " SIN Week. mol me 
Room temp.| 30.82 | 67.71 | 1.01 27.66 | 64.67 | 0.95 
ee B50) 29.89) 69.36 | 0.96: |, 25.72 | 67.43 |. - 0.85» _ 
E _900 29.45 | 69.97 0.94 26.08 63.49 | 0. 85 
a “= 950 24,14 | 75.11 0.70, A AA 7ST 0. th 
ET OE BIA 7 LT 1 O56 122s |. R07 0.34 59) 
_ - 1000. | - 12:10 | 89.33 0.31 3.17 90.11 ee 
Table 4 Degree of oxidation of magnetite I and Il at various Ce 
temperatures : 
10 
& © 
i 
uf = 08 Ava 
| 23 
= ; 
3 
* ck 
eis, L 06 
- > 
‘ ; : 
2a 04 
ey = 
3 
3 02+ 
4 
7 
i 900 950 (000 
Be 7 Tentp °C 
: | Fig. 3 Oxidation curve of magnetite | and II 
OA: Magnetite, @’x : Magnetite+ Hematite, a: Hematite 
| 1 BLED Magnetite-II の 隆 質 は FesO4 の 一 部 が ) y-Fe,O; Zit a-Fe,0; | ee 
ICBAEL CW AIS CH OE LT BBY MIA BE C ae ch ee Rama 
i ROMIILMBILIE Clite <, FesO, 自体 の 結晶 構造 上 DRIES BD ae 


| けれ は 困難 で あろ 4。 


82 wR ee 


PRL Cua OSE BEE & ERIC Atv, hydrothermal stage Ics, 
PRE, TEBE, GRILL RICAN L PORUBRG LI の 卓 出 条件 は pneumato- 
lytic stage に 早期 ス カル ン EEC HAH Ze RK I Dray m9) 酸化 
FNC BA CIT EDMAN Zo 


9 @ id 

(1) 参 石 鉱山 に は 塊状 磁 鉄 鉄 CREGREK TD & BAO BASE 7 BERL CHAGAS 
IDLERS. 
(2) 反射 頭 徴 鏡 に 両者 を 識別 する と と は 困難 で ある 。 

(3) XX 線 粉末 写真 で は 同じ Debye-Scherrer line を 示す 。! 

(4) 化学 組成 は 類似 する が 磁 鉄 鈴 TL は 多少 Fes0。 に 富む 。 

(5) 磁性 は II ps I より 抗 磁力 が 強く , 箇 和 磁気 が 小さ い 。 
(6) 
(7) 


res 


WeGKG WL は 上 より 酸化 され れ 易 性質 を 持つ て いる 。 
以上 の 事項 より megekoe IL は Ticket, 僅か な が だ がら 酸化 され て 
ちり (恐らく は y-FeOs 4 ヒ ), し か る も 結 品 構造 的 に 正規 の 磁 鉄 鉄 よ り 多少 
RL COS EWA TEMHEE 56 

(8). Wacko I は 早期 スカ ルン と 共に pneumatolytic stage, に 品 出 
L, Il は 緑 鎌 石 , Ae, 右 英 と 共に hydrothermal stage に 品 出 し 
Feo RBG I に 見 られ る 偏 傘 性 は 本 鉱 の 上 唱 出 条件 が I の 場合 より 酸化 
力 が 強 か つ た を 事 に 帰 因 する で ある 5 6 


N 


本 研究 に 対し 種々 の 便宜 を 与え らら れ た 釜石 谷山 所 長 今井 更 郎 民 , 実験 た 協力 
LIFRe= HRB, 永野 昭王, RRRORK 及び 一 部 の 試料 筑 集 に 協力 し た 
安積 政 昭 区 に 深謝 する 。 褒 本 研究 旨 の 一 部 に 次 部 省 科学 研究 費 を あて た こと と を 目 訪 CC 
し , 当局 に 深謝 する 。 


ヘー ヘー ヘー ヘー ヘー ヘー 


ROERO RAE 


PLAY HRAORRUE 
Donnay,G., Donnay, J. D. H. 
&-Nag Siz Os (rata BIL a A aK 

Pnam, ‘€{§ Pnab, Sires Siaktlta = 

15.45, 0=4.909, c=6,428, FALE 

に 上 E 記 4 ek 比重 は 実測 値 2.47 

計算 値 2.48。 結 講 は 7100} に 板 状 を 旦 

Lp ae {100; に 発達 し て いる ゃ る 。 
B-Nag Sig Os (LEBER P21/& に 局 

Tass a=12.307, b=4.849, c=8.124, B= 

104.12° の 皿 位 格子 中 に 上 記 4 分 子 を 含 

む 。 1100} ICH AXEL, (010), 

に 伸び て こい る 。 渦 閉 は {100, & {O01}, 

一 車 双 上 品 を な し , 双 品 面 と 接合 面 は (100) 

CBA CHZ 。 

Lig Sig Os は BIASES Cee に 属し , 
4=5.80, b=14.66, c=4.806, z= 比 軍 
2.454:25°C), AE 2.438, 

Li2SiO; (A Aga Ccm2 た 記し d= 
5.43, b=9.41, c=4.660, z=4, [7G 2.5 
20 (25°C), #48 2.50, (Am. Min. 
38, 163~171, 1953) (KE) 
7421 3 9% % hurlbutite Ca Be, 
(PO). Mrose, M. E. 

Agk¥Mlt New Hampshire, Smith 
GUD<7~ 24 bib, HE, BRA, 
triphylite, (AS, 凌 鉄 鉱 等 に 伴 つ て 産 
し , BERR 短 柱状 結晶 を な す 。1001} 
{010}, OO EO 311} 

が 認め られ る 。 堅 位 格子 恒 数 は do=8.29 
A, bo=8.80, co=7.81, ao: bo: co = 
0.9420 : 1 : 0.8875 <6, 窟 間 群 は Pmmm 
で ある 。 色 は 無色 乃至 帯 終 百 色 で H=6, 
G=2.877, BSBAILAOD SAE. hE 
MEG, @=1.595,°8=1.601, y=1.604, 


7420, 


2V=709, r>u, 光学 的 方 位 は X=d, Y= 
6c CHA 分 株 の 結果 は CaO21.84, Be 
O 21.30, Ps05 56.19, XEHRSEC 
ae 、 線 が 3.67A (10), 3.03(9), 2.78(9), 

1 (9) に 表 わ れ る 。 fal Harvard 大 学 , 
の Hurlbut Re に 因 ん で 命名 され た 。 
‘m. Min. 37,.930~940, 1952). 

. : (KB 
7422, $F $8 4 latiumite Tilley, C. 
E., Henry, F. M. 

4 KY + Latium 地方 Albano Ki ~ 
oHabeAic hedenbergitic pyroxene, 
WERARE G, 7 VY RL FAG, kaliophilite, 
EE GAS cRICLOc, IRA EEK 
右 に 類似 し た 録 物 を 見 出し , 測 角 , XS 線 
的 , TOA ATE, (CASS Wy Se FTO CN 
と の 鉱物 を latiumite と 命名 し た 。 la- 
tiumite は 万 =5.5 へ 6, G=2.93, Hag 
2 20 S13 
10.80A, A=108° ‘GS 4 MiTABslt e= 
1.606~3, B=1.603~9, y=1.614~5, 
2V (£-90° 前 後 で ある 。 化学 Belt K, 
Ca, Al @ 硫 球 酸 塩 で ある ヵ ); その 化学 式 
PLASPEMEIET SIC Bie, (Min. Mag. 
30, 39°45, 1953) CRAIN 
7423, スエ ー= デ ン Langban 産 Mn- 
hoernesite Gabrielscn, O. 

Varmland の Lengban glinxzyn 
Vy CAA PICA | i~ feos 
GH, WAURKEEL PET Oo HAAGLZAIC 属 
L. SAWPEHIk ZAc=31°,. X=), 
2V =€5~70°, @=1.579, B=1.589, y= 
1.609 ee 化学 分 析 の 結果 その 化学 
式 は (Mn, Mg); (AsO4)5'8H20, Mg : 
Mn=2:3 で は 表 は され る 。X AE 
に よれ ば a=10.38A, b=28.09A, c= 
4.774A, B=105°40' CH), BERIE 


\ 


; 
ae 
gee Hold “ 
Rs GROTH LILY bobierrite Mg; (P 分 光 分 析 に た に 依り, 微量 成 分 と し で TiCrV_ 
】 O42:8H20O に 一 致す る る も の と 思 は れる 。 | BIHAR A. MICS (packing jnd- 
lhboernesite は Mgsz(AsO4) ぅ :8H20 で 表 ex) 即ち イオ ン 容 積 と 皿 位 格子 容積 の 比 
ue (LEN SMMCHSA その Mg を Mn の 10 倍 は 6.4 CH So (Am. Min.37, | 
で 置換 し た も の と し て manganese-hoer- 969~ 965, 1952) (Kt) 
“nesite LIES AKIO ROR 7426, スト ロン シウム wR Larsen, 
DEBE OAR CEO F- CHE Sirf も E. S., Fletcher, M. H., Cisney, E. 
"の で ある 。 (Arkiv for Min. Geol. 1, 333 V. 
Bens ~337, 1952) "(杉谷 Key XII Libby 附近 の BEA 
7424, PRR SARA ” BRRICHE GL HEEL CHER RIETS 。 
Sakurai, K., Hayashi, A. COR AIE, 19389 年 Volkora 等 が 
betes PBUREROIE, ASTRON ar ic TA Yi Kola 半島 か ら 見 出し た 念 ス ト ョ ン 
OUR OURS 中 に 5~ YY LIRA saamite—ic BR < BLL 
5 15mm D MH te LC BMASOW | た 化学 組成 を も つて いる 。 SrO は 11.6 
AML 共生 する 。 WARIS 1 AL % 含ま れ , 化学 式 は 10 (Cages Sro.i2) 
: (LALA IL, a : 6 : c=0.9748 21: O - 3P205・2F に 相当 すす な strontian 
0.7129 で ある 。 比重 は 2:201, 光学 性 正 , fluor-apatite GA, XOK 写真 か 
@=1495,) B=1.497,- y=1:504, 2V= ら 格 子 恒 数 を 求め ろ と 2o=9.41+0.01A 
sir S6~89°, (CAPO (Lest Cag Co=6.9140.01A で , HHIstsBSeReG 
/ Aly Sigg Os414H20 に HAT Go Nik の ぞ れ と 大 澄 な い 。: 比重 な 3.35, ps 
sy WOPIFEIC KO do=13.26A, bo=13.65A jk @=1.638, €=1.634 Go, (Am. 
Ro: ComOISA, B=68°28' と 決定 され だ % Min. 37,656~658, 1952) [長谷 川 ) 
FCT AHER, 示 導 持 分 本 の 結果 を 他 の 7427, HFBRNEPEOP LE RAR 
PRA L eo DLEOMPAILS & GC UcHies Be YER 
’ } 知ら れ で て いる 沸 石 類 と 異 る の で , ADK 物 35 AREA OT Ve RA POR W 
か を 沸 石 の 一 新種 と し て , 産地 に 因 ん で 混 相 と し て 発達 し て 居り , この 両者 は 共に CS 
3 ean WARE LBATS (Sci Rep. Yoko- | peagre op ao RyeC Hae t SUC, 
aes hama National Univ. II, 1, 69~77, at SEP LEE LIAL 8, 地 Be 
; 1952) 【 長 谷川 ) | ANCE CRRA LURE EMRREAIC 包 
7425, 南ア フリ カ , Postmasburg =F | まれ て , も まれ な が ら 地 下 深 所 が ら 現 在 
ズ ニ = 石 Vermaas; F. H. S. の 公 置 に も た ら さ れ た も ゃ の で あつ て, こ 
ime 本 録 物 は 面 心 等 軸 格 子 た 結晶 し , その の 産 状 は ビル マ や カリ フラ オル ニヤ と 似 て 
;  FAROETHA IE ao= 14.034 (40.003)A | いる が , FBLAAP ARDS 8 
C, ABISIL 2=1.600 (40.001), 叉 分 | OF NE R47 plow 12 BRICEL, # 
alt NM た Nc=0.009 で ある 。 比重 は G ABEOKT LAV? AORBEL 
=2.87 で , 詩 算 値 の 2.85 と 良く 一 致す | 適当 で ある 。 アル ビタ イト の 環 長 石 は E 
; Do 1100°C に 加熱 する と , TOR 温 型 に 属す る 。  (HWELSE, Beacep 153, 
PRLS RA (3Al20s2SiO2) に な ) | 1 ペ 2511958) (KER . 
, Bo ご の ズ ト = は 米国 ズ ニ 仮 山 産 の メ = 


7428, 硬 硝 酸 コ バル チ ソ ー 人 タダ に よる 薄 片 
石 に 比 し , Fic ZL 6, C1 に や や 富む 。 | POMEL OWES Chayes, F. 


[ 


rf 


WROD S-RBFYIL, xylol & で 
余分 の バル サ ょ を 除い て , PIRFI ク 
製 の 容器 (ベタ ー 皿 の 如き る も の で も よい ) 


、 WCHF で 険 鯉 する 。 そ の 温度 は 30°~ 


40°C RERFIX 45 AEE CEO RF IC 
' COW LCRA a NF YH UE 


(8~4g/6ccH,0) の BAMLIRFL, 5 
HMMs 4) MARA の 表面 に は Ke 
Na Co(NO2)。 O7kicHYMEO ES Fh 
DERENRRCH So. CIe AKELE 
kal, カバ ベー 砂子 を か けれ ば 加里 長石 の 


 ABRICHEASHRMADHRES. こ 


OVC LITER LER, BRL を 
容易 に 識別 する 事 が 出来 る 。 (RFE: 
試薬 NasCo (NOz),-5H,0 は 25g 200 


」 円 程度 で 市 販 さ れ て いる 。 ) (Am. Min. 


37, 1952) 【 長 谷川 〕 
7429 南 ダ コタ 川 , Black Hill の バー 
サイ トペ グマ タイ ト に 於 ける 敏 量 元素 の 
RH Higazy, R. A. 

BS ICT PCE CR Stic ペー サイ 
ト 中 の 微量 元素 は , Rb, Ba 及び Sr 25 
多量 た に , Li, Pb, Ga 及び 1 が 少量 に , 
Mn, V, Cu, Be, Ge UO Zr A Bc, 
Cro wNiesc Sn Ago ya) Vv 
及び In ヵ 極 く 稀 に 認め られ た 。 Rb は 
600~9500ppm で , 7% 2665 ppm fi) 
% 2665x10-8§ CEA 一般に 次 色 の パ ペ 
RE Ba lt Rb |£ 
OD<, Z Ba DA8- 4 bE 
ize BH Ho 一 般 に 20~10,000ppm で , 
7 #3 965 ppm で ある 。 Sr は 20 ~ 
1500ppm, 7) 270 ppm で ある 。(pp 
m は parts par million (Asc, 270pp 
00 HH 270 F%S,) 

Rb, Ba BU St O4 ay 半径 は K 
と 近似 し て で いる の で , KK を 置換 し て 格子 


肉 に 存在 する も の と を 考え られ る 。 (Am. 
Min, 38, 172~190, 1953) [A 


OBE 


eee 


BABRUKL 


7430, Bushveld BOMHBBO4F 


YK EBUBTEAOME-. Hees, 
la Gola Se 


多く の Bushveld HORAYREO MAL 


‘STK a, b, < の 測定 が な され , Mgt? 
に 対す る Fet?, MU Mgt? 2b Sitti 
対す る Al+3 の 置換 に 依る その 大 き さ の 
IMPS ZoONCW So MHBVE Nz, 
QV, 及び 複 屈 枚 が 修正 され , BEM 
が 多く の 盗 料 で な され た 。 そ を の RICK 


る と 23/4% の R20 (Al20s HCH 


る が ) を 含み Bushveld Ho wROAG 
HEA TIL, 皿 位 格子 幅 数 , Nz, TR 
ORRIE (HE ORREOHURC) 直線 的 に 
変化 し , Vegard の YERIICHES RCHS 


と 述 べら れ て いる 。 HOC, THO VR 


HDs Mg, Fe, Al 及び Ca の 総 
べ て の 量 が 化学 分 析 な し で 光学 性 と 堅 位 
格子 幅 数 の 測定 か ら 深 中 出来 る 。 本 議 BL 
に は 此 等 の 図表 が 載せ て ある 。 告 他 の 成 


分 が 等 し いと き は Al の 含量 は 圧力 と 共 こ 


ICMINT SOC, WERE Ete り 
得る で あろ る 3 LAIR LTV So 
(Am. Journ. Sci. Bowen, volume 
I, 173~187, 1952) (BoB) 
7431, M¢O-Al1,0;-H,O FEREH 
に 於 ける Carbonate RUnitrate ion 
Roy, Ds M., Roy, R. and 
Osborn, E. F. 

MgO-Al,03- H20, MgO- Al,0;,-H,0 
-CO。 及び MgO-A1,03;-H,0-N205 系 
DEP ATER WICRYD btreo 7 づ 
王 成 分 の 内 MgO. AlzgO3 7-59 7RICHEN » 
COMLIT —-RF—ELT, MgO-Al,O; 
(spinel) と Al,O; の HMA ItEOK 
下 と 共に 減じ , 800°C LYE Cl SERIE) 
さい 事 が 見 出さ れ た 。 BM MgO- H,0 
系 で は 新しい P-T 曲線 が 求め られ , 
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brucitez7periclase+H,0 の 四 移 は 20, 
090 psi で 670°C で 行 は れ , THBOBN 
の 条件 で は , その MBS 350°C ake 
PHA BAAD Dic S472, MgO -Al,03 
-H,O 系 で は , 種々 の 相 の 間 の 共存 関係 
が 求め られ た 。 過剰 の 時 20 の 存在 する 
RX spine+ の ょ より 低い 安定 温度 は 365°C 
で , そ れ 以 下 で は 安 足 な 相 と し て brucite 
+diaspore が 生ずる 。 この 事 は 地質 学 
前 寒 瞬 計 と し て 使用 し 得る 可能 隆 あ り 。 
TORICCOs, が 加 は る と , BF CO2 鉱 物 } 
magnesite (MgCO;),hvdro-magnesite 
(3MgCOs.(OH)2.3H20), hydrotalcite 
(6 MgO. Al205 CO 12H20), が 生ずる 
WEOP BAS KD NT Do 
‘nitrate-hydrotalcite4 人 工 的 に 造ら れ , 
こと の 率 に 於 ける 他 の 相 と この 化合 物 と の 
関係 も 研究 され て いる 。 最後 た に 著者 は 天 
終 鉄 物 と の 関係 を 述べ , 結論 と し て , 実験 
WORD EMEC OR PREBLE S BE 
界 を 以 て 天然 の 条件 に 適用 出来 る と 述 ベ 
Gn So (Am. Journ. Sci, 251) 337 
~361, (1953) (SH) 
7432, PLAIYRBOLBYHAR 
Tuttle O. F. é 
mnie D7 LAY RADBELO FERN 
PEA を , 光 軸 角 , PTAS, (010) 面 に 於 
ける 清光 角 , ソーダ ICBATORSICR 
CO 光学 的 AUS © MELO BAL, 
Spencer (1937) の 結果 と 同じ く , 1. high 
sanidine—high albite, 2. sanidine— 


anorthoclase cryptoperthite, 3. or- 
thoalase cryptoperthite,4. microcline 
cryptoperthite の 4 つの 系 列 に 分 類 す 
る こと が 出来 る こと を 認め て いる 。 

(Am. Jour. Sci. Bowen volume 
TI, 553~567, 1952) (Be 
7438, Alaska, Priblof # 2 の 
Composite Aplite の # 化 
Iparth, EW 


> Fah RE AR rte Seiler 


BARN O RES 


“Alaska, Pribilof 講 島 の st. George 
BichBar B< Aplite が ある 。 Ka 
PROSE. COR 400K) BRR -CHE 10 
ALD chilled margin を 有する 。 この 
符 伏 縁 部 は 中 性 部 た 比べ , アルカリ, 狂 
酸 に 富み , Al, Fe, Mg #ZLV. 中 i[> 
部 と 辺 縁 部 と の 化学 成分 を 挙げ , BE の 
HIS 4 Standard unit cell の 考え で 
Lett LCW Do 

 ORRERES| GH BLP CD) 
は 結晶 作用 に よる 分 化 作 用 で は 説明 せら 
れ な い 。 これ は Wahl O54 elimina- 
tion, thermodiffusion @RREAYbHA 
DS LAE ERESLC Do (Am, 
Jour. Sci., Bowen volume“I, 27 


~36, 1952) (F#) 


7434, BRBMSERO pegmatite 分 化 
Walker, F. 

南ア マリカ Karroo, dik Palisadan 
地区 , 北部 英 園 Whin Sill HTS 
dolerite sill の 分 化 作 用 に 就 い で 研 塞 せ 
る も の で , dolerite sill 4 dolerite- 
pegmatite CHEK, ORD Ba, ILS 
分 析 の 結果 等 た に つい て 述べ て いる ps。 
dolerite-pegmatite た に は 次 の 三 つ の # 
状 が 見 られ る 。 1)contact Ic BAY 
YAK Why 2vavy, 2) BH 
Bil7e nest BY patch, 8) veing 
dolerite-pegmatite と その host dol- 
と の 相 異 は 前 者 が 後者 より mice 


erite 


ropegmatite, 鉄鉱 物 に 富み pyroxene ~ 


が 少 い 代り に amphibole が 増加 し て い 
る 。 plagioclase は pegmatite の 方 が 
少く その 成分 は dolerite の Ango- ss 
WL Anso で , よめ sodic で ある 。 

alkali-feldspar は pegmatite の 方 が 常 
に 多い 。 分 析 の 結果 で は SiO。 が dolerite 


51.2~55.6% に 対し , pegmatite46. 8a ~ 


58.6 で CaO, MgO は 減少 し , FesOs, 


) Gh pis : 


Te, K,0, 98M L-Ci ve 各 産 地価 れ 
- の も の も FeO+Fe,0;, Na20+K20, 
MgO' の 三成 分 に 於 て dolerite より pe- 
gmatite I jae anil 
いる 。 結論 と し て 1)dolerite-pegmatite 
は host git の 結晶 作用 が 非常 に 進 
ATER ICRA DIE RICA TD CRE BBA 
分 化物 (post-injection differentiate) で 
ある 。2) dolerite-pegmatite は dolerite 
magma : の 正常 の 分 化 作用 の 産物 で 鉄 に 
最も 富ん だ 状態 の も の で ある 。3)dolerite 
~pegmatite vein は patch や sch- 
lieren LY SBD stage の 分 化 に 属す 
る 。 4) dolerite sill の 分 化 の 性 質 は 最 
WD magma の 成分 の 相 異 た 大 きく 左右 
され る 。 (Am. Jour. Sci, 251, 41~ 
60, 1953.) CHER) 


7435, MpeL7s Adirondack i ¥# 
B ARSHRUARHRSHESH 
Buddington, A, F. 

Adirondack DA RHBAPHOAG 
16 f—, Rayon (FEI 9. BA S. 
WHE 1) O(CS Mab RTS 本 
PAO BT & LORE RAD BaF & D 間 
COBLANTC BER do ASHER OALGESE “C 
WARAS, BBA, YARRA 4 
RNR ZESHPRASICIARA 13 
出 な い 。 そ の 東側 (中 間 帯 ) に は 再 構成 さ 
HRA, HERRERA OR aN 
KH As FORE RIG CLAS Eb 
述 岩 類 の 外 に , BRARAM ASIC ま 
CHS 4. ERACHANG 22m B 
ARDAIREBICHL, BRA eR < 
Coronitemetagabbro, .granoblastic 
garnet-augite-granulite 類 ヵ 存在 する 
Ds PEIULE OM MOPAR CA 5 
が 夫々 比較 的 wet condition に よる か , 
或 は dry condition た よる が で ある 。 

BICBEFON- 744 + MOKRE, 
BRN RABOR MEA 化学 成分 か ら 


RT ase ER Et OR 
mC, それ に 関 了 風 ある ペグ マタ イト が HE 
格 石 を 含み , 変成 分 化 作用 た に たよ ょ つて 生 じ 
た さき 世 で い る se , 
“hOB ia A, a A 
AWA OZER ERAS FAC LAL て 
来 た Thies ae Ic BER > ZPIK D- 
intergranular film O42 5 CEB 
熱 変成 作用 に よる も の で ある 。 こ の 場 合 
ion diffusion に よる 変成 作用 は 鹿 域 に 
BO Gt EMMI. TERME IC 
ZA BHICEA L, 太 部 的 た 影響 を 与え を た 。 
析 格 石 を 含む 岩石 集合 は ゲラ ニュ ライ ト 
相 に , Tee EIS OIA & 
類する の が 適当 で ある 。 (Am. Jour: 
Sci., Bowen volume I, 3784, 1952) 
CTE) 
7436, Morton 7EhRRS Lund, 
EH, 
=4(~ Morton 産 花 賠 片 対 岩 た つい 
て , 岩石 学 的 な 記載 と , 成因 た に つい て 箱 
A DEBREGON So KOTEME Tt A 
は 色 や , 組成 が 多様 に 変化 し , HO con 
torted structure が 寿し い 。 之 等 は 花 賠 
Rito origin に 関係 する も の で , 塩基 
性 岩 が 花 科 岩下 と 混合 し て 生成 され た HB ! 
HEC, YSBd> CIBRKAICES Flat 基 
(eet & (Eh Ee OVAL TEAO RHIC よ 
る も の で あろ う 3 と 推察 し て いる 。 Ba 
石 た 種々 な も の が 存在 し , RAB Olt 
100 羽 以 上 に 及ぶ も の が ある 。 こ の 大 き 
HABA IClk Tefal dS lit - par - lit 
injection を 行 つ て いる も の が あり , LE 
HDAC ABHIEWSbDSb DD —- fk 
CS MRAAILBHCH 4A, KE 
ich DIC Kike D bP AIC EC 組成 
が 変化 し , ZIEL LU CHRAALA 候 
tOMMOREICEA4 071 Achat tH 
を 有する も の で ある , MAOREICL つ 
CHROME RE ILO RATE 成 
され て いる も の が ある 。 PSKARAE 


8 
(LAESUA, EEG LUISE, BS に 少 
ROMA L RADDA CH>D XK, 
SARAAIHA FKEPERA XZ 
(SERRA LUTION Ao TERIAIIE 岩 
(LAatEED 


ptygmatic 


の contorted structure 
末期 に 生成 じ た も の で あら 
fold は 岩 虎 が 冷却 し 未だ plastic な 状 


wer tt et eo: 


た も の で , ZL motor structure は SB 
に 固 結 し た 後に と 生じ た も ゃ の で ある 。 化学 
TRORRCMEMALOLAR EVI 
= 岩 た 近い も の で ある 。 主 成 分 鉱物 に BR 。 
ける modal analyses DRR CIRO 
如く で ある 。 


(Econ.Geol., 48,46 へ 52, 1953) (AERA) 


態 に ある と き に 変形 作用 に より 形成 され 
Pe Me eh eee eta de i |p 
MHRA 2 2 2 itr 2 50 51 
oe 57; 571 50/60! 6o| 9!’ 44 
& 大 Angzg ANoo ANnyg ANoo Ans2| Anjg Anjg 
A oe 24 27 34 2 30 89 34 
sf 14 11 12 7 5 x x 


7437, Idaho i rie Dole e 
ISPS SMW ESMCEA] Allen Jr., 
R. M. 

c OWA TREY 299 TFS if 
DHA CHAAR Y Y= aC) と と 
tU% Bua < -EfEh a ROR CORA 


第 三 紀 ) より な り , これ ら は 更に 流 絞 岩 
(Safe). SRA ( 景 純 世 ) う の 新 
HK UAC C BUC いる 。 鉱床 は 石英 € 
VY Y= ekO- MRS HOD SRA 
HRC OSS ATA ERB IC 


RAR SIL, SRB & RMB > 
<0 

BIRO 57 OK MOS OE BUFF UR 石 
Ok, BEGKAK > 細 粒 石英 , 黄 鉄 鉄 , BSAA, 
CNH SG SR, SORES OMAR, FR 
BR THRO AMAC, 主 鉱物 石英 に は 
3 期 が あり , 最後 の 石英 に 金 を 符 な い 。 
CALL TA OPE Ze を な し て いる 。 
(Lao LORAIRICHET ABN OALS> Cc 
fSSZE(K, 理化 , WRA—RIRAIE. ie 
AG OIG CHOKE AEE CV Do 


47, 815~821, 1952) 
(SA) 
7438, 鏡石 探 奏 と 放射 能 Gross, W. H. 
BLE ECRN EMS ペ ゲ 
マタ イト を や 熱 水 溶液 が 原 岩 より も 高い 放 
射 能 を 示す こと が 考え ら れる 。 も し そ 5 
だ と すれ ば , これ ら の と の 落 液 が BALK 
所 や 鉱石 の 存在 和 借 有 所 を 放射 能 の Same Ss 


(Econ. Geol., 


ー か ら 見 出す こと が 出来 る 答 で ある 。 BH 


は この 且 的 の た め に 適当 と 老 そ えら れる 9 
つの 酸性 乃 室 中 性 深成岩 又は 半 深 成 岩 の 
EAE, ERR O ORR Ye RBUS, 岩石 中 の @ 線 
HURBEL WEL, その Bd DURE 
(EHSL RL, 鉱 体 と の 関係 を 論じ 
TWDo CHELMHE, 

1) SKK OBIE CIR OKERO BEL TAN FR 
に 比 し 一 般 に 高い 放射 能 を 示す 。 

2) 放射 能 の 異常 は その 岩 体 中 の Zr, Si, 
及び 重金属 の 場 減 と 蜂 々 比例 する 。 

3) 花 簡 岩 化 作用 に よる 堆積 岩 源 の 岩 体 
に も 1) と 記 様 な 依 條 が み ら れ る が , こと 
の 場合 に 於 ける 岩石 中 の Zr の 量 は 放 第 
能 と 無関係 で あえ 。 


4) Sh SEHD CIt_EFe 1) の 傾向 は 


a iG 


ee a me 


' る 。 ANE 


see pe この 結果 か ら 義 者 は と a の HRED 


FED OPIRAICAE CHS LIRA 


‘Ho (Econ. Geol., 47, 722~742, 
1952) e753) 
7439, SA RWAR OBA cBlt 


SIRE OR Stephenson, T. E. 
_ 鉱 塊 の 生成 温 朗 の 研究 た において, - 光学 


WAKE 爆散 法 に よる も の と の 結果 の 相 © 


違 に 関し て , その 原因 に 就 い て 述べ て い 
る 。 こ の 2 つの 方 法 に 於 で 前 者 が より 高 
い 結 果 を 示す 。 MSBaoOmMeRc, 
方 解 石 , GSE, halite た おいで, 充分 に 
高い 温度 に 予熱 せら れ た 試料 は , Bed 
度 は その 予熱 温 度 附 近 た BSE CHS tt 
BOK CAUCE CHER? FO 
た が , それ に よる と , 加熱 する 事 た より 
ALR D RNA 2 Mba BRE ぅ づ 


あめ た 。 これ を 再び 冷却 する 時 は , 気泡 の , 


大 さ は 以前 より 大 きく な つて いる 。 BH 
AN よる も の と 考 き て い 
度 は ある る も の を 除い て 爆散 温 
city $54 Rta < 760° CHIE 
SMC LO CES! COR RICHEST 
る も の と , MOEZTZ4IDLMHABLS 
えら れる 。 尺 , 夏 英 の 場合 , 光学 的 方 法 と 
爆散 潜 と の 結果 の 相違 は , AH 
DR CHOLEBLENSo これ に つい て 
は 一 次 及び 二 次 的 BHMCLS 2 つの 
peak を 期待 し て 充分 高い 温度 まで 実験 
Lice: bow Claro Or. "これ は 三 
表 的 包 庫 物 の 爆散 温度 が 一 次 的 BMD 
糞 散 温 葉 を は つき ぎり させ な い 劉 と 老 え ら 
れる 。 そし て これ 等 を 見 分 ける 事 は 決定 
的 た に は 出来 な いも の で ある 。 (Econ. 
Geol., 47, 743~750, 1952) 【〔 鈴 森 
7440, 代表 的 洒 青 ウラ ン 鐘 々 脈 の 地質 
eAgpewm Everoart, D. L., Wright., 
Ras 


ee eres) 少く と eee 5 


る 。 即ち アフ リ ヵ 及び カナ ダメ ops 


ON 
に な り , 

変成 岩 よ りな り , POS ORES 
出 岩 より な る 。 WRBY 9 v SE は 大 部 分 各 " 


種 金属 鉄 物 と 共に 産 す る が , scm 


も の は , 賊 金属 硫化 物 , = バベル hey Te 


人 鉱物 及び 自然 銀 で ある 。 こ れ は Bastin 


Vests 5 nickel-cobalt-native silver ore” 
type と し て 述べ られ た る の で , ite ; 
Bak 5 


mA, Mat LCE 
Sa She FABIC AL» 


MEHdhAS < Bo 


BHO OIROMAL OTD, 


RABOUKIEHICR. HEI IY 


glk Precambrian FRO% OIL | igh 


HEH AM, 他 は 中 期 か ら 後期 の 間 に 次 
化す る 。 CORRE DOC +AHIE 


FOL wet, theo colloidal | 


mineral の 沈 積 が , BY AACE 
下 に よる 事 る あろ 5 う が , それ よめ り は 適当 
な 電解 質 の 存在 た 基づく 化学 的 条件 た よこ 
る も の で , この BICKER Look 
の 生成 順序 に 対し て 種々 の 順序 を 示す と 
老 そ えた 。 BROKE 分 は 地 起 構造 に 関係) 
し , Baie FHA OKO & < » SS Wt A 
に 沿い 僅少 な 例 と じ て 交代 作用 に よる ゃ も 
の が ある 。 WEBY 7 yD * WRITE LES 
LL CHROMLPEAY 5. Bea BE 
岩 又 は 山 者 が 変質 し て いる 。 この 事 は H. 


D. Wright が 鞭 鉄 鉄 の 少な い 方 解 石 の 


右 珈 の 鉱床 は 堆積 央 を 主 と す る © 


a7 デン 鉱 は きしろ minor 7 
component と し て 存在 する 。 Hea 「 3 
出 岩 中 に 弥 胎 する も の は これ より Etc ee 
REDS OFA ー 


pis ~ 


{ 


IRA OEMS SICEBL, 
Doe Coz Wathf{F AMORA EL 
で 作用 し 得る S に 関係 する も の と て で てい 
Do これ 等 鈴 床 は 成 拓 的 に は 花 論 岩 と 関 
Mt SboOChop. その 関係 は 皿 純 な 
bD Clif. (Econ. Geol., 48, 77~ 
"96, 1953) (鈴木 
7441, PYYHW Ray Bulle ass 
、 OWE Sees Clarke, O. M. 
Arizona Ray Si RROCOMUICTS 
て 大 弱 及 び メ スキ ー ト ( 茎 笠 の 一 植物 ) の 
工 肉 並び は 土壌 中 に 含ま れる 鯛 を 定量 
し 鉄 化 作用 の 及 ん で いな い 地 辺 よ りゃ も, 
、 鉄 床 附近 の 禁物 及び 土壌 中 に BERET BAT 
増加 を 示し て いる 。 FIED, 
EERAME 200gr を 焼い で て 次 にし, ABER. Hi 
12, ROGUR CUBE, Salk 標準 湊 化 法 
で 定量 し MiEROSEIIt Rw mie 
200gr を 10% 硫酸 で 約 24 時 間 抽 出 
& jal < Behe Cea ITOC. 
Do その 結果 土壌 分 析 た 於 いて は 鉱 体 の 
“LEBEAU OSES AAAS <, Si KERR 
Ee CBRE CW On: SY S Eire 
VIBES CLL EES, = BEF ORMia re 
VHB Clits EN SAGAR IR Lio 場 
PIC LOC LS MRE 得 ら れ た 処 
Lbs, その 奈 因 は 種々 の も の が 考 を と ら 
れる が , SYROMIC LAREDBLKS 
Wo (Econ: Geol., 48, 39~45, 1953) 
[植田] 
7442, Shan Shih AO BA wi 
se Farringto, J. L. 
COUPROMAILTERE, ERE oR 
PBT VI MOBR EERE BRAC 
Rie, 頁岩 , 石 次 岩 等 か ら な る 百 聖 
MBL DBO Do 
SRILA MOS 2 eo, BRAG 
Siok, Zekore Eon i + ABOKPEDSE 
AO Calne RE Shier 
TRO CHDR7ASHER Ca 0, aR ornare 


1 


Nigeria 


Sie Re “ oy 4 \ 
ARBDAEK ZS w : 


ee rarer ako 


POKUEOAREE F CURB Leh DEBAT 
居る 。 
この 人 鉱 化 作 用 は 百 回 紀 の Turenian 7 
鞭 議 出 に 行 は れ た も の で と の 地域 に 分 布 す 
ZEB OMAK 多少 関係 を も つも を の で 


は な いか と 首 者 は 云 つ て いる 。 (Econ. 
Geol., 47, 583~608 1952) Ce 


7443, SEMUINSBRMRFOS 
湿性 司 物 の 随筆 語 係 に つい て EZ 
JREBSn LUSK AD 650 尺 錦 た に つい て 
の 研究 で ある 。 ANREERY BLT 
2 = ARCS CEN N6O°E, 西南 に 
80° 乃至 85° CBB SABE © HSRC 
で , BRPRARAOHT, NCDROR 
£, GWE, WEEOKe AIC. BE 
(PROM GIL OPEL, BAL. IEG 
{LOE CRAVE RROCHO, SiKo 
4 GGERA 1) DEOMALSET AG 
BOR, 2) DECOR. eeher, 


iiesia, BRB, Bk 7 ts 
Y Db, BAGH SR OU BRRGK PETC 5 EO 
THI, 3) PSO ahi, 4) 黄 鉄 鉄 の 品 
HG, 本 脈 に 於 ける 高温 性 鉱物 の 存在 が 


上 記 の み の 関 奈 よ り 著 者 は 当 鉱 
床 を Xenothermal M4 0L#2 cr 


PR OCW RRA 
Bat ii ACERS —BRRES oH 
EEO Bo, BSROK—Y チ ペ 
VH— EBS Ke Mae SRR 
に 留意 すべ き 共 年 関係 を 記載 し て いる 。 
(Jotr. Fac. Sci. Univ: Tokyo, Sec. 
2, 8, 89~98, 1951) 


SN) 


a a 黒 


7444, 0 AVYPFIPABCMISSig 


| bee Regan; L.-J, 


AVYVIAN=TF ihABEASD San Jaquin 
及び Santa Maria OPAHERS SEC AN » 
て は , upper Miocene と 店 する Mon- 


NM ps 


抄 


oe ea menactee ote 


terey BAEK SIGAMY 7 LC AS 
本 層 中 に は チャ ー ト RUGRA ADR 


し , これ が 破砕 貯溜 前 と し て この 二 次 窓 隙 
を 構成 じ て い る 。 油 の 産出 に は その 上 位 


層 で ある Pliocene OFF FOX EVEE 


な 意味 が ある が , その 破砕 岩 自 体 の 成因 
に つい て は 種々 論じ られ る 。 DC LSE 
質 頁 岩 に 於 ける それ は 和 官 曲 た ょ る BBR 
FINCK O, F¥- 下 た に 護る を そ を れ は や ぞ 
の 岩層 の 形成 に 於 ける 化学 的 な 初 成 的 変 
化 に 起因 する も の と され , 集 洒 は 以上 の 
各 タ イプ の 岩 礎 及び stractural trap と 
それ ら と の 組合 せ の 種々 が 認め あら れる 。 
これら る の 含 油 砕 岩 は HAC FLERE が 小さ 
<> EEBBILKS OOM CHS 


(Bull: Am. Assoc. Petrol. Geol., 37, 


201~216, 1953) Ae 3) 
7445, HO RBSgICR t-P a ORIA 


ERBE Baker, N. E., Henson, F.R.S. 


CORI ARIBHICHT S 既知 の 地 
AAV & Oe LEO WREST Th 
の 集積 た つい て 碁 礎 的 な 地質 学 的 要素 の 
概念 を 示し た LOCAL AE 
3& SACO HGH と 
ED BRAIKCO SZ BRL CD 


Hi OU AILHE RICE RY 7 VT RROD < 


IK RBA CHK NO A 西部 及び 
PBL FET OQ Arabo-Nubian,Arabo- 


Somali [$8 EIFARORMO wibbee, 更 


. に 前 地 の 外 面 の Taurus-Zagroo-Oman 


造山 帯 た 区 分 され る カ が, 油田 地域 の 堆積 
作用 は テラ ビア 前 地帯 の 綴 慣 な UME 
VA DNA IARICHI 7c S eRe SEI 
is O URERKA PIE SICHRBR RIEL, これ 


_ OHO teil Arabo-Nubian, 


Arabo-Somali |l¥7 AY FETs REO Jy 
BAICBBL OW Do Fic 産出 され 
FORTE i aL O FAO 
トラ ッ フ で ある が 由 の 集積 し 得る 他 の te 


造 の 存在 は 無 宮 す る こと が 出来 な い 。 人 徳 
今 迄 に 産油 を 見 な い 先 中 生 代 , 後 中 新 世 
の 地層 を 除き 油田 地帯 の 麻 位 は 炊 の 林 に 
区 分 され る 。 ) 
BR | dee 油 田 
j= 2 ee 東部 アラ ロア 
Toshi & 2a 
2) ele HEY Y 北部 イラ ク 
a 新 OR elo 
白亜 泥岩 南東 トル コ 
( 砂 =e NT ne 
lz Bo クニ トー 
は 南西 イラ ン 


BREE 4g » 
Fe IB at 
(Bull. Amer. Assoc. Petrol. Geol., 36 
1885~1901. 1952) _ [島田 ) 


7446, RSA PTRLTOA—PF HE 
349 Harlton, B. H. 

東南 オク ラ ホ マ の アル バツ クル 山 と + 
ー ア チ 双 山 の 古 生 訂 中 に 義 し く 対照 的 な 
岩 質 特 徴 を 有する 三 つ の 異な つた 岩 相 が 
互 に 近接 し て 存在 する 。 王 つの 岩 相 は 供 
か 12 マイ ル 程 し か 離れ て いな い が , ア 
ルツ ソ クル 相 は 頁岩 と 石 放 岩 より な る TEx 
規 の 堆積 比 で ある の に A-T F KRAUL 
a, PHORK a, Ha, novaculite よ 
9 成 つ て いる 。 Van der Gracht 及び 
Ulrich は 異な つた 地 向 斜 の 堆積 物 が 極め 
て 大 きい 衝 上 断層 に よ つ て 相 接 近 し た の 
だ と し た 。 RACLAWLOLOORE 
は 殆ど 同じ 堆積 条件 の 下 で 同一 の 地 向 鈴 
内 に 堆積 し た も の で ある と し , 勿論 小さ 

い 断 訂 は 認め ある が オー アプ ア チズ 相 の 球 質 の 
特種 は 三次 的 起 原 の る の で 両 堆 積 系 は 本 
質 的 た は 同一 隆 が 存在 する も DEER 
ee 論 交 の 大 部 分 は 二 つ の 堆積 系 が 岩 質 

に 古生物 学 的 た 密接 た 相 図 係 し た も の 

ee と と を 述べ , 野外 で の 詳細 な 調査 , 


i 


PS ae ee te tee 


落 片 の 題 微 鏡 写真 を 記載 し て ある 。 オー 」 
THFRUMOMSHNC BAA 
DACHELLCWSTCERBL. Che 
Spe LCA-7 FRAIL 岩石 の 変 
FAVEFRICHES (HD CHSZEL TW SO 
BUDEJL CHS ERIL(ERRIS,  enliiea 
EOP CLeE MRKET Clitgee 
で あぁ る H,O-SiO, 溶液 が 断層 に 伴い 内 
EAMES IL SiO, REWBS LIES OLE 
re wmttoo . (pulls, Am, Assoc. Pe 
trol. Geol., 37, 778~796, 1953) 
CHA) 
7447, Eolian Sand Control 
Kort is Coe Nistaw ie, QO. 

AD GESCAE ELH RIC > STHO Wt 
DIPAAS IC BRIT HR DIDO EAS 集積 の 問 
題 に 直面 し て いる 。 COC ORPRAISFE 
人 入 険 に さら す の み で な く 破 を 除去 する た 
あめ に 慕 大 な 人 択 資力 を 必要 と し MEOR 

_ 擬 を 大 きく する 。 BIC S sand con- 
trol に 関す る 工業 地質 学 の 研究 た に た ょ つて 
BREDA RIC A OARGEICIRES LO 
fC CLEPHMRSCLY UBT AMICR 
展 し た 。 こ の eolian sand control (tpy 
つの 基礎 的 目的 を 持つ て いる 。 1) PO 

移動 優 入 に よる 炎 害 を 予防 する た め に た 砂 

FLOR TSW ORY BRS Ad. 或 は 安定 

に 保つ 様 た に た する こと と 。 2) MOP DAC 

され る 破 を 菩 設 物 の 周辺 に そら すこ と 。 

3) 史 護 すべ き 施 設 地 の 前 に た まつ て いる 

Gia EBC LOAKGEMICSEIET SZ = Lg 

4) 現場 に 既に た まつ た 砂 を 避け る た め に 

破 の 準 動 を 促進 する よう に する こと 。 以 

LOB WERT Ae Dic 次 の 様 な 方 潜 

を 臣 独 た 或 は いく つか の 組合 せ と し て 使 

用 する こと が 出来 る 。 a) 置換 (transpo- 

sing), b) ff{7< (planting), c) gas 

(paving), d) 鏡 板 (panelling), e) 4 

Hf (fencing), f) jy (oiling), 第 1 Ss 

PMNS ES, OS 2 TON COKEA LO 


ag a.b7c0, sand control の 理論 的 


ak, 各々 の 調節 浴 の 実際 的 野外 の 内 用 
と , その 相対 的 評価 た つき 論議 し て いる ゃ る 。 
(Bull. Amer. Assoc. Petrol. Geol., 36, 
1541~1573, 1952) [島田 
7448, 板硝子 族 神 の 屈折 率 IRA 
MFRAORMBIt ARICA ERS 
値 を 示す 。 Pfund OF CREOH AAS 
REET S&, MLV BS COAL O 
MSHAVMERARTo AFR IROL S 
DORMBMBSO EK PLD CHOOT, 
REMCHORETS. Bibich shag 
FORMAPAIT 1.515 か ら 141 ま 
で 低下 する 場合 が ある 。 BEES RYLIC 
よ ょ つて 表面 屈折 疾 の 低下 し た も の で る, 
ァ ル カ ヵ カリ 処理 を する と 一 中 内 部 の 値 に 復 
する 。 TVAIVDEEARCRTICHE 
イオ ン の 存在 する 場合 は , 0.02 BEOR 
MEBOKRPRSblitt, BRHOT rAY 
Bic hoe 1.40 (ME CEREFL. F 
水色 を 生ずる 場合 も ある 。( 理 砂子 研 突 報 
42 II, 1, 35~38, 1952) (RABID 
7449, Ak. BS. PHOS Hts 
MAREE L CAA 30 個 , BARE 
3 個 , HEX 6 個 を あげ , これ を 夫々 の 名 
ms tS. 落下 時 , 個数 , 大 き さ , HE, 
SCE, 研究 概要 , 更に 落下 地点 , BARR 
者 等 を し ら べ , 随 石 一 覧 表 を 作製 し た 。 
日 本 に 於 ける 順 石 は 1688 年 の 静岡 県 穫 
TWOMADS 1950 SOLO AEB 
OME C 30 個 を 数 を る, 種類 と し て は 
BiG aerolite が 22 個 で 大 部 分 を 占め , 
HRA siderolite が 1 個 , BASE si- 
derite が 7 個 で ある 。 NED} BEF 
の 知ら れ て いる も の は 23 fh, 知ら れ て 
な いも の が 7 個 で ある 。 (ABA 
紀 , =, 1, 97~106) [長谷 川 〕 


ee 
rei = 


BsSy Sam 23s SGBRUGRB 6 月 5, 6 日 東大 理学 部 議 堂 で 開催 され 次 
の 講演 が 行わ れ た 。 千 7 日 に は 湯河 原 温泉 附近 に , 湯河 原 沸 石 , epistilbite 等 の 湖 
石 類 の 麻 集 旅行 を 行 つ た 。 USI HRAORS I (ABR), 鉱物 工学 と 
AGE (SACRE), ARE <y oy etn (GSN), (RIESE) ASE ORT) 
TVYEaT ROT ILOMMBIL (SIR. 小林 貞二 ), FUERESOMBE (1) HE 
し て 化学 分 和 析 に つい て (UR, HBR), GK DSA LBRO ABE (L, IL, III) 
(FPR, STI HS NORE, PSU SReRMORMAL ( 砂 
川 一 郎 ), SWRBen, BRRICONC (渡辺 武男 ), RKO MZ (1) HIRE 
の 化学 分 析 値 と その 結晶 化学 前 考 察 (RERES, 稀 田 俊治 ), SHSKeORe (1) 
普通 角 困 石 中 に 含有 され る 鞍 素 の 分 布 に つい て (REVERS, =e), TBR ED 
大 森田 村雨 田 ペ ゲッ マタ イト 産 線 柱 石 KEE LLU), TRAILER (KEE 
B— RANME=). 禄 島 県 石川 地方 に 於 ける 和 多元 素 信 物 の 産地 (大森 臣 一 ), BSR 
水晶 山 産 フ ェ ル ゲ ダッ マン 右 に 就 い て (田久保 実 太郎 , 上 田 包 夫 , 古川 正 題 ), BRROH 
令 に た つい て (田久保 実 太郎 , FNRI), = オブ タン Ar BESO SS ICO (A 
久保 実 太郎 , 西村 新 一 ), KSEE allophane 一 種 に つい て (ESE, SEER, 2 
#22), Iron-saponite の 発見 と その 地質 学 的 並び に 鉱床 学 的 意義 (lembergite の 
En) @BES). WORE CAK She 30A の X BORER (A 
RBA, DHA DADE), CAAICMUL, AIFOD—GMICOWT (HF 
Wek, BS Se), SHAEDOS Rico (RHES, BRB), WAS 
ORK IEICE SZ (11) ABEOSUKKIE UMREE HUB) KRAOR 
党 膨 月 性 に つい て (EARSCE, TER, SOBEL tO BRAC ICES 
竹 に つい て (田久保 実 太 郎 , BARE), 4 tv ERICA SRO THOBRRRICO 
いて GRIEKES). MSE EBAOMA, 微量 成分 , 色 の 関係 (FMB), ar 
床 産 石英 の 軸 位 の 示 差 熱 曲 線 (長沢 敬之 助 )) DML T ORBLE GD ER 
に 関す る 若干 の 考察 (野沢 和久 ) 


BAM BAR 60 年 記念 東北 支部 4, 5 AGEL 5 月 15 日 東北 大 学 理学 部 で 開 仙 さ 
AKO FIT ico 山形 県 白 座 火山 に つい て (小倉 勉 ) , 有 孔 虫 群 より 見 た る “ 宮 
ERG’ ODE (BENE). WEREO LIT y a= 1be (SRO), EPEC 
お ける 浴 麻 堪 積 状態 の 研究 (Il) 訪 島 県 双葉 郡 訓 野 町 附近 (江口 元 起 , EERIE. oF 
KE—), 仙台 訂 群 の 層 序 か ら み た 二 , 三 の 問題 CREME), 長野 県 赤石 山 山 昌 の 地 
BK (8H) CIEE, 植田 良夫 , 島 当 光 夫 ), アル ゎ リ 岩 中 た お ける 交 石 の 進化 (AK 
=), 氷上 山 只 近 の 花 玩 岩 質 岩 類 に つい て (FREE, 山下 陽三 ), TEER 
た 氷上 , 阿武 隈 山 季 の 比較 (FREE) 


Vol. XXXVII May 1953 No 2. 


The Journal of the Japanese Association 
of 
Mineralogists, Petrologists and Economic Geologists. 


CONTENTS 


Geology and petrology of the enviroment of Taro-machi, 

Iwate Prefecture. 

Seen Se K. Ishii, Y. Ueda, K.Yamaoka and N .Yamae 
Thermal studies on the cubanite lamellae in chalcopyrite 

from the Omine mine. (Studies of the copper ores 

from the Omine mine, Iwate Prefecture. III) ....A. Sugaki 
On the formation of copper ores from Omine mine. (Ditto 

DVI) ee es las: cae hatch T. Takeuchi, A. Sugakiand M. Nambu 
A study of the coal sedimentation in the J6ban coal field. 

(III) Subsurface structure of the southern margine 


of the Jéban coal field. ..........M. Eguchi and S. Suzuki 
On\the imperfection of magnetite from Kamaishi mine, 
Iwate. Prefecture. ....T. Takeuchi, M. Nambu and N. Wada 


Notes and News. 
Announcement of the meeting of the Mining Industry. ete. 


Book review. 
Grundriss der Kristallchemie. Von Johannes E. Hiller. 


Abstracts. 


Mineralogy and crystallography. Crystal form of alkali-silicates. 
etc. 


Petrology. Orthopyroxenes of the Bushveld type, ion substitu- 
tions, and changes in unite cell-dimensions. etc. 


Sci. of ore deposits. Mineralization of the volcano district, Elmore, 
Idaho. etc. 


Sci. of petroleum deposits. Fractured shale reservoirs of Cali- 
fornia. etc. 


Related science. Surface refractive indices of sheet glass. 


ee 


Published bimonthly by the Association in the Institute of 
Mineralogy, Petrology and Economic Geology, 
Tohoku University, Sendai, Japan. 


